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Ⅰ 本プロポーザルの目的 

本プロポーザルは，大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計業務に当たり，

選定方法の公平性等を確保しつつ，より優れた設計者を選定するため，公募型プロポーザ

ル方式により広く提案を求め，この業務に最も適した設計業務委託候補者（以下「設計候

補者」という。）を選定します。 

 

 

Ⅱ 一般事項 

１ 名  称 大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル 
 

２ 主 催 者 宮城県 
 

３ 選定方式 本プロポーザルは２段階の選定方式とします。 
 

４ 事 務 局 宮城県土木部営繕課 

       担当：企画調査班 

       〒980-8570  宮城県仙台市青葉区本町三丁目８番１号 

       TEL：022-211-3264 

       FAX：022-211-3190 

       E-Mail：eizenp@pref.miyagi.lg.jp 

       営繕課ホームページ（以下｢営繕課ＨＰ」という｡）： 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/eizen/ 

 

 

Ⅲ 参加申込者の資格要件等 

１ 参加申込者の資格要件 

本プロポーザルに参加を申し込む建築設計事務所（以下｢参加申込者」という｡）の必

要な資格は，参加申込み締切日時点において次の各号に該当することです。 

なお，参加できる者は，単体企業とします。 

（１）宮城県建設関連業務競争入札参加資格承認者名簿（業種｢建築設計｣に限る｡）に

登録されたＡ等級の格付けを有する者であること。 

（２）宮城県内に本社（店），支社（店）又は営業所があること。 

（３）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しな

い者であること。 

（４）宮城県建設工事入札参加登録者等指名停止要領に基づく入札参加指名停止措置

を受けていない者であること。 

（５）建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の規定による一級建築士事務所

の登録を受けている者であること。 
 

２ 参加申込者の参加形態 

（１）参加申込は，管理技術者及び総合，構造，電気，機械の各業務分野を分担する主

任担当技術者から構成される「設計チーム」によって行うこと。 

（２）（１）に規定する「設計チーム」の構成員のうち管理技術者は，参加申込者に所
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属する一級建築士とすること。 

（３）（１）に規定する「設計チーム」の構成員のうち総合，構造，電気，機械の主任

担当技術者は，参加申込者に所属する技術者以外の技術者とすることができる。

ただし，「設計チーム」の構成員は，同一の構成員が複数の技術者を兼ねること

はできない。また，他の「設計チーム」の構成員を兼ねることはできない（※参

加申込者において各構成員へ他の「設計チーム」の構成員となっていないことを

確認すること）。 

（４）同一の参加申込者からの設計チームは，１チームに限ること。 

 

 

Ⅳ 評価・選定 

１ 審  査 

技術提案書の審査は，大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロ

ポーザル判定委員会（以下「判定委員会」という。）が行います。 

判定委員会は，次の判定委員５名により組織されます（敬称略）。 

 

   石井 敏   （東北工業大学 教授（副学長・建築学部長）） 

坂田 耕一 （国土交通省 東北地方整備局 営繕部 整備課長） 

布田 秀一 （宮城県 教育庁 副教育長） 

佐藤 好彦 （宮城県 鹿島台商業高等学校 校長） 

小出 昇  （宮城県 土木部 建築宅地課長） 

 

２ 評価・選定方式 

（１）第１段階（プロポーザル提案者の選定） 

判定委員会は，大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポー

ザル評価・選定基準（以下｢評価・選定基準｣という。）（別添２参照）に基づき参加

申込書の内容を評価し,参加申込者の中から評価得点上位５位程度を技術提案書の

提出予定者（以下｢プロポーザル提案者｣という｡）として選定し，技術提案書の提出

を求めます。 

ただし，応募者総数が５者以下の場合は，全ての応募者をプロポーザル提案者とし

ます。 

（２）第２段階（設計候補者の選定） 

判定委員会は，プロポーザル提案者から技術提案書の内容に関するヒアリングを

行った上で評価・選定基準に基づき評価し，審議の上設計候補者及び次点の設計候補

者を選定します。 

なお，ヒアリングの実施方法については，プロポーザル提案者に対して別途通知し

ます。 

（３）技術提案を求める評価テーマ 

課題１ 「各学科の特色を活かした建築計画」 

①各学科の機能の充実 

②各学科間及び地域との連携への配慮 

③校舎及び実習棟の機能と動線に配慮した配置計画 
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課題２ 「教育効果を高め，学習意欲の向上につながる建築計画」 

①生徒の主体性や協働性の育成への配慮 

②生徒間の交流を促すための建築計画 

③利便性と快適性に配慮した建築計画 

課題３ 「長寿命化，ライフサイクルコスト及び環境負荷の低減に配慮した建築計

画」 

①メンテナンスのしやすさ，維持保全，将来の機器更新への配慮 

②イニシャルコスト，ランニングコストの低減 

③長期使用を見据えた耐久性，保守性への配慮 

④採光，通風，断熱等を考慮した省エネルギー計画 

 

３ 選定結果の発表 

第１段階の選定結果については令和４年２月２１日（月）午後４時（予定）に，第２

段階の選定結果については令和４年３月２８日（月）午後４時（予定）に，それぞれ営

繕課ＨＰに掲載します。 

 

 ４ そ の 他 

本プロポーザルは設計候補者を選定するものであり，技術提案書を設計案として決

定するものではありません。 

 

Ⅴ 手 続 等 

１ 実施要項の入手 

本プロポーザルの参加申込方法等を含む実施要項及び様式は，営繕課ＨＰから出力し

てください。 
 

２ 参加申込等 

（１）参加申込 

本プロポーザルの参加申込者は，参加申込書・技術提案書作成要領（別添１）に従

い，参加申込書（様式―１）及び「設計チーム･設計事務所 資格･業務実績等説明書」

（様式－２）を提出してください。 

① 申込場所：事務局 

② 申込期間：令和４年１月１１日（火）から令和４年２月３日（木）まで 

土曜日，日曜日及び祝日を除く日の午前９時から午後５時まで 

郵送の場合は，申込期間末日必着とします。 

③ 申込方法：持参又は書留による郵送とします。封書には，「大崎地区（東部ブ

ロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル 参加申込書

在中」と朱書きしてください。 

（２）技術提案書の作成，提出方法等 

技術提案書を提出できるのは参加申込者のうち第１段階で選定されたプロポーザ

ル提案者とし，判定委員会から技術提案書の提出要請の通知（以下「要請通知」とい

う。）を行います。 

① 提 案 書：１チームにつき１提案に限ります。 
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② 提出場所：事務局 

③ 提出期間：令和４年２月２１日（月）から令和４年３月１５日（火）まで 

土曜日，日曜日及び祝日を除く日の午前９時から午後５時まで 

郵送の場合は，提出期間末日必着とします。 

④ 提出方法：持参又は書留による郵送とします。封書には，「大崎地区（東部ブ

ロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル 技術提案書

在中」と朱書きしてください。 

（３）質  問 

本プロポーザルの参加申込書及び技術提案書についての質問は，質問書（様式－

５）により提出してください。 

① 提出場所：事務局 

② 期  間：令和４年１月１１日（火）から令和４年１月２１日（金）まで 

土曜日，日曜日及び祝日を除く日の午前９時から午後５時まで 

③ 提出方法：持参又は郵送とし，郵送の場合は，提出期間末日必着とします。 

④ 回  答：令和４年２月１日（火） 午後４時（予定） 

営繕課ＨＰに掲載します。 

なお，質疑事項の内容により回答できない場合があります。 

 

３ 現地見学会（※現地写真の提供について） 

新型コロナウィルス感染症の拡大により現地見学会は実施しません。 

現地見学会の代替措置として，現地写真の提供を行います。希望者を対象に準備が整

い次第（１月１８日頃）電子メールにて送付しますので，事務局宛の電子メールに会社

名，住所，所属，氏名，電話番号及びメールアドレスをご記入の上お申込みください。 
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Ⅵ プロポーザルの日程（予定） 

令和４年 １月１１日（火） ：実施要項の公表（営繕課ＨＰに掲載） 

令和４年 １月１１日（火） ：参加申込書等の提出 

～ ２月３日（木） 

令和４年 １月１１日（火） ：参加申込書等に関する質問書の提出 

～ １月２１日（金） 

令和４年 １月１８日（火） ：現地見学会 

令和４年 ２月 １日（火） ：質問に対する回答（営繕課ＨＰに掲載） 

令和４年 ２月 ３日（木） ：参加申込締切 

                  →第１段階審査 

令和４年 ２月２１日（月） ：第１段階選定結果の公表 

（営繕課ＨＰに掲載） 

及びプロポーザル提案者への要請通知 

令和４年 ２月２１日（月） ：技術提案書の提出 

～３月１５日（火） 

令和４年 ３月１５日（火） ：技術提案書提出締切 

令和４年 ３月２５日（金） ：ヒアリング及び第２段階審査 

令和４年 ３月２８日（月） ：第２段階選定結果の通知･公表 

（営繕課ＨＰに掲載） 

令和４年 ５月 下 旬  ：契約締結予定 

 

Ⅶ 設計業務委託 

１ 業務委託契約 

設計候補者と随意契約により設計業務委託契約を締結することを基本とします。な

お，設計候補者との契約ができない場合は次点の設計候補者との契約とします。 

 

２ 業務内容 

（１）業務委託名 大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計業務委託 

（２）業 務 概 要  計画概要書のとおり 

（３）履 行 期 限  計画概要書のとおり 
 

３ 設計業務委託料 

業務に対する設計業務委託料は，県が定める方法により算出した額を上限とします。 
 

４ 管理技術者等 

本業務委託の受託者の管理技術者及び各業務分野の担当者は，設計チーム・設計事務

所資格・業務実績等説明書（様式―２）に記載した設計チームの管理技術者及び各業務

分野の主任担当技術者をそれぞれ選任するものとします。 

 

Ⅷ 著作権及び提出図書の取扱い 

１ 著作権の帰属 
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提出された技術提案書の著作権は，参加申込者に帰属するものとします。 

なお，著作権が第三者に帰属する著作物の使用の責は，参加申込者に全て帰するもの

とします。 

 

２ 技術提案書の取扱い 

前項の規定にかかわらず，本プロポーザルに関する公表,展示及びその他県が必要と

認める場合に，県は提出された技術提案書の全部又は一部を無償で使用することがで

きるものとします。 

 

Ⅸ 経費の負担 

参加申込者が本プロポーザルの参加（技術提案書の作成及び提出を含む。）に要した全

ての経費は，参加申込者の負担とします。 

 

Ⅹ 失  格 

次の各号に該当した場合は，失格となる場合があります。 

（１）Ⅲの参加申込者の資格要件等に違反した場合 

（２）提出書類に虚偽の記載をした場合 

（３）「実施要項」の基本的な条件に違反した場合 

（４）参加申込書提出後，宮城県建設工事入札参加登録者等指名停止要領に基づく入札参

加指名停止措置を受けた場合 

 

Ⅺ そ の 他 

（１）県は，Ⅷ ２ の場合を除き，提出書類を無断で使用しないものとします。 

（２）県は，設計候補者の選定を行う作業に必要な範囲において，提出書類の複製を製作

することができるものとします。 

（３）「設計チーム･設計事務所 資格・業務実績等説明書」（様式―２）に記載された管

理技術者及び各主任担当技術者は，病気,死亡等極めて特別の理由があると認められ

た場合を除き，変更することはできません。 

（４）提出された書類は，返却しません。 

（５）書類等の作成において使用する言語,通貨,時刻及び単位は，日本語,日本円,日本の

標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に規定された単位に限ります。 

（６）締切を過ぎてからの書類の訂正，差し替えは，認められません。 

（７）提出された書類の内容により，必要に応じ追加資料の提出を求めることがありま

す。 

 

 



 

 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計 

公募型プロポーザル 

参加申込書・技術提案書作成要領 

 

１ 参加申込書 

（１）参加申込書（様式―１） 

イ 「参加申込者」欄について 

（イ）参加申込者は，実施要項 Ⅲ「１ 参加申込者の資格要件」を満足する建築士事務所名を記

載して下さい。 

（ロ）押印欄は，当該建築士事務所の開設者が法人の場合は当該法人の社印及び代表者印を，個人

の場合は当該個人の印を押印して下さい。 

 

（２）設計チーム・設計事務所 資格･業務実績等説明書（様式―２） 

イ 「参加申込者」欄について 

（イ）（１）イに同じ。 

 

ロ 【設計事務所】「一級建築士事務所登録」「管理建築士（一級建築士）」欄について 

（イ）参加申込者である一級建築士事務所の登録番号,登録年月日及び有効期限を記入すること｡ 

（ロ）当該事務所の管理建築士の一級建築士登録番号,登録年月日及び氏名を記入すること。 

 

ハ 【設計事務所】「設計業務実績」欄について 

（イ）設計業務実績は，一つの施設についての基本設計と実施設計の両方を行った場合を１件と

します（一つの施設についての設計業務委託が基本設計と実施設計に分かれている場合は，

両方を記載（添付書類共）すること）。 

（ロ）改修工事（耐震補強工事を含む。）及び模様替工事の設計業務は，今回の設計業務実績と

はしません。 

（ハ）設計業務実績については，当該事務所が委託契約等を締結した設計業務で平成１８年（２

００６年）４月１日以降に完了し，成果物の引渡が完了したものを記入すること。 

（ニ）記入上の留意事項については，以下のとおりとします。 

ａ 業務委託名称欄には，その設計業務の業務名称を記入すること。 

ｂ 一つの施設についての設計業務委託が基本設計と実施設計に分かれている場合は，業務

委託名称及び履行期間については，上下２段にそれぞれ記入することができる（設計業

務委託が基本設計と実施設計に分かれていない場合は，１段のみの記入で可）。 

ｃ 工事種別欄には，新築，増築，改築のいずれかを記入すること。 

ｄ 規模欄には，下記ｅの用途に供する新築，増築，改築工事に係る部分の床面積（㎡）を

記入すること。なお，複合用途施設の場合は，下記ｅの用途の専用部分のみの床面積を

記入すること。 

ｅ 同種・類似の区分欄には，以下の区分のいずれかを記入すること。 

  同種：学校教育法第五十条に定める高等学校 校舎（床面積 5,000 ㎡以上） 

      類似：学校教育法第一条に定める学校（幼稚園を除く） 校舎（床面積 3,000 ㎡以上） 

ｆ 設計業務実績の変更は認められません。 

 

ニ 【設計チーム】「 専門分野の技術資格･ＣＰＤ単位取得実績」欄について 

（イ）管理技術者予定者及び各主任担当技術者予定者について，それぞれ氏名及び所属事務所・

別添１ 



 

役職を記入すること。 

（ロ）「専門分野の技術資格」欄は，管理技術者予定者及び各主任担当技術者予定者について，

資格の名称，登録番号及び登録年月日を記入すること。 

（ハ）「ＣＰＤ単位取得実績」欄については，以下のとおりとします。 

ａ 建築ＣＰＤ運営会議（事務局:（公財）建築技術教育普及センター）を構成する各団体が

主催した講習会等で参加申込み締切日から過去１年以内に発行されたＣＰＤ単位取得証

明書等に記載されたＣＰＤ（継続能力/職能開発）の単位について記入すること。 

ｂ ＣＰＤの単位取得の証明期間の末日は，参加申込み締切日から過去１年以内とする。 

ｃ ＣＰＤを取得した団体の名称，当該団体の推奨単位数，当該団体での取得単位数及び当

該取得単位数を当該団体の推奨単位数で除した値（％）を記入すること。 

ｄ 推奨単位数は，制度（参加申込者独自の制度及び推奨単位を定めていない制度を除く。）

を定めている当該団体が示す値とすること。 

 

ホ 【設計チーム】「設計業務実績」欄について 

（イ）設計業務実績は，一つの施設についての基本設計と実施設計の両方を行った場合を１件と

します（一つの施設についての設計業務委託が基本設計と実施設計に分かれている場合は，

両方を記載（添付書類共）すること）。 

（ロ）改修工事（耐震補強工事を含む。）及び模様替工事の設計業務は，今回の設計業務実績と

はしません。 

（ハ）設計業務実績については，平成１８年（２００６年）４月１日以降に完了し，成果物の引

渡が完了した業務のうち１件のみを記入すること。 

（ニ）記入上の留意事項については，以下のとおりとします。 

ａ 記入上の留意事項については，（２）ハ(ニ)に準じる。 

ｂ 立場欄には，設計業務における役割分担における管理技術者，主任担当技術者，担当技

術者の別を下記の例により記入すること。 

・ 管   ：管理技術者 

・ 主   ：主任担当技術者 

・ 担   ：担当技術者 

 

（３）内容を証明する書類 

イ 【設計事務所】事務所登録・資格・実績等を証明する書類について 

（イ）一級建築士事務所登録欄，管理建築士（一級建築士）欄及び設計業務実績欄に記載した内

容を証明する書類を必ず添付すること。 

（ロ）記載した内容を証明する書類は，以下のものを参考とすること｡ 

  ａ 一級建築士事務所登録を証明する書類 

    ・ 登録通知書等 

ｂ 管理建築士（一級建築士）の資格を証明する書類 

・ 一級建築士の免許状その他の証明書の写し 

ｃ 設計業務実績欄に記載した内容を証明する書類 

・ 契約書の写し 

・ 当該契約に係る物件の図面（設計概要が判別できる程度のもの） 等 

 

ロ 【設計チーム】資格・ＣＰＤ単位取得実績・実績等を証明する書類について 

（イ）資格，ＣＰＤ単位取得実績及び設計業務実績欄に記載した内容を証明する書類を必ず添付

すること。 

（ロ）資格及び設計業務実績欄に記載した内容を証明する書類は，以下のものを参考とすること｡ 

ａ 資格欄に記載した内容を証明する書類 

・ 各資格の免許状その他の証明書の写し 



 

ｂ ＣＰＤ単位取得実績欄に記載した内容を証明する書類 

・ 各団体又は建築ＣＰＤ運営会議が発行するＣＰＤ単位取得証明書等の写し（ホーム

ページ等の画面の印刷は不可とする） 

ｃ 設計業務実績欄に記載した内容を証明する書類 

・ 契約書の写し 

・ 当該契約に係る物件の図面（設計概要が判別できる程度のもの） 

・ 建築士法第２４条の４による帳簿の写し 

・ 管理技術者，主任担当技術者の通知書の写し 等 

 

（４）提出部数 １部 

 

（５）その他 

証明書類の内容確認の結果，設計業務実績が記載内容どおりと認められない又は確認できない場

合は，その部分の記載を修正又は削除して評価します。 

 

２ 技術提案書 

（１）業務実施方針（様式―３） 

 業務の取組体制，設計チームの特徴，特に重視する設計上の配慮事項（様式―４－１～４－３

に記載する内容を除く），その他の業務実施上の配慮事項について記載して下さい。 

 

（２）課題に対する提案（様式―４－１～４－３） 

 別添３「大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計 計画概要書」を基に，実施要項 Ⅳ

２（３）技術提案を求める評価テーマの課題１～３について提案してください。 

 

（３）提案書作成上の留意事項 

 提案書の作成には，以下の事項に留意してください。 

① 提案書は，業務実施方針（様式―３）についてＡ４判縦１枚,課題に対する提案（様式―４

－１～４－３）についてＡ３判横１枚とし，各８部を提出してください。 

② 説明文字の大きさは，１０．５ポイント以上の大きさ，図中の文字は８ポイント以上の大

きさで作成してください。また，各提案には，カラーコピーを用いても構いません。 

③ 各提案書の用紙右上に幅５０mm，高さ２０mm以上の余白を設けてください。 

④ 提案は，文章での表現を基本としますが，文章を補完するための必要最小限な視覚的表現

は構いません。 

⑤ 視覚的表現については，具体的な建物の設計ではなく,イメージや模式的な表現としてくだ

さい。「参考 視覚的表現のイメージ」を参照してください。 

⑥ 提案書の提出者（「設計チーム」の各構成員が所属する参加申込者以外の事務所，協力事

務所を含む。）を特定することができる内容の記述（具体的な社名（組織名），技術者名，

過去に設計した建築物の名称，過去に受注した設計業務の名称等）を記載することは認め

られません。 

 

 



様式－１ 

 

 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル 

 

 

参  加  申  込  書 

 

 

 

 

   宮 城 県 知 事 

          村 井 嘉 浩  殿 

 

 

 

 

 

                               

標記について，必要書類を添付して参加を申し込みます。 

 

 
 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

         (参加申込者)  住  所  〒 

 

参加申込者名 

（代表者名）                     印 

 

       電 話 番 号 

       Ｆ Ａ Ｘ 

       メールアドレス 



様式－２

参加申込者名
（代表者名） 印

【設計事務所】

登録番号 都道府県　第　　　　　　　号 氏　　名 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

【設計チーム】
Ａ　管理技術者予定者

氏　　名 所属事務所・役職

資格名称 一級建築士 団体の名称 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
立　場

H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

Ｇ　主任担当技術者（総合）予定者
氏　　名 所属事務所・役職

資格名称 団体の名称 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
立　場

H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

Ｓ　主任担当技術者（構造）予定者
氏　　名 所属事務所・役職

資格名称 団体の名称 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
立　場

H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

Ｅ　主任担当技術者（電気）予定者
氏　　名 所属事務所・役職

資格名称 団体の名称 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
立　場

H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

Ｍ　主任担当技術者（機械）予定者
氏　　名 所属事務所・役職

資格名称 団体の名称 業務委託名称
履　行　期　間

（開始・完了年月）
工 事 種 別

(新・増・改築)
規　模

（床面積）
同種・類似

の区分
立　場

H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで
H ･ R　　年　　月から
H ･ R　　年　　月まで

設計チーム・設計事務所　資格・業務実績等説明書

一級建築士事務所登録 管理建築士（一級建築士）

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日

設計業務実績

専門分野の技術資格 ＣＰＤ単位取得実績 設計業務実績

登録年月日  H・R　　　年　　月　　日 登録番号

有効期限  H・R　　　年　　月　　日

登録番号 取得単位数 推奨単位数
取得単位数

／推奨単位数

専門分野の技術資格 ＣＰＤ単位取得実績 設計業務実績

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日 #DIV/0!

登録番号

登録番号 取得単位数 推奨単位数
取得単位数

／推奨単位数

専門分野の技術資格 ＣＰＤ単位取得実績 設計業務実績

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日 #DIV/0!

専門分野の技術資格 ＣＰＤ単位取得実績 設計業務実績

登録番号

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日

#DIV/0!

取得単位数 推奨単位数
取得単位数

／推奨単位数

取得単位数
／推奨単位数

#DIV/0!

登録番号 取得単位数 推奨単位数

取得単位数 推奨単位数
取得単位数

／推奨単位数

専門分野の技術資格 ＣＰＤ単位取得実績 設計業務実績

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日 #DIV/0!

登録年月日 S・H・R　　　年　　月　　日



 

様式―３  
業務実施方針 

         

業務の取組体制，設計チームの特徴，特に重視する設計上の配慮事項（様式―４－１～４－３に記載する内容を除く），

その他の業務実施上の配慮事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４判縦１枚） 



 

様式―４－１  
課題に対する提案                                     

         
課題１ 

 
各学科の特色を活かした建築計画  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ａ３判横１枚） 

 
様式―４－２  

課題に対する提案 
         

課題２ 
 

教育効果を高め，学習意欲の向上につな
がる建築計画 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ａ３判横１枚） 

 
様式―４－３  

課題に対する提案 
         

課題３ 
 

長寿命化，ライフサイクルコスト及び環
境負荷の低減に配慮した建築計画 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ａ３判横１枚） 

 

 



 

様式－５ 

「大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル」質問書 

 

 

                                                                   令和  年  月  日 

 

 

 参加申込者名： 

  代 表 者 名： 

  担 当 者 名： 

  電   話： 

 Ｆ  Ａ  Ｘ： 

 

番号 質  問  事  項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚的表現のイメージ 

参 考 

建物内の人の動線や室の位置関係・ゾーニングの考

え方などについての説明文を補足するための平面

イメージ図。 

必要な範囲で建物の形状、建物内の機能別のゾー

ンや交通部分（階段及びエレベーターを含む。）の

位置・形状が表現されていてよい。また、説明文を

補足するために必要となる範囲で、一部の具体的な

室が表現されていてもよい。 

景観への配慮、街並みとの調和等、建物の外観に係る要

素が評価テーマとされる場合、建物や、建物と周辺環境

との関係の考え方などについての説明文を補足するた

めの外観イメージ図。 

建物の配置やボリュームが表現されていてよい。簡

易なファサードの表現がされていてもよい。 

敷地内の人や車の動線や建物の配置・ゾーニングの考え

方などについての説明文を補足するための配置イメー

ジ図。 

一定の尺度で建物の形状が表現されていてよい。周辺

地域が表現されていてもよい。 



　Ⅰ　評価・選定方法
　評価は２段階で行う。

　第１段階では技術力を評価し，プロポーザル提案者を５者程度選定する。

　第２段階では技術力及び技術提案を評価し，審議の上，設計候補者及び次点の設計候補者を選定する。

　Ⅱ　第１段階評価（プロポーザル提案者の選定）

１　評価方法

設計者及び設計事務所の技術力を評価する。

２　評価項目及び配点

評価項目 評価の着目点

判断基準

（１）  専門分野の技術資格

資　格<設計者>  主任担当技術者 総合 8

構造 4 20 点

電気 4

機械 4

（２） 同種業務・類似業務の実績

技術力<設計者>  管理技術者 12

 主任担当技術者 総合 10 40 点

構造 6

電気 6

機械 6

ＣＰＤ推奨単位取得実績

 管理技術者 6

 主任担当技術者 総合 5 20 点

構造 3

電気 3

機械 3

同種業務・類似業務の実績 20 点 (20%)

合計点 100 点 (100%)

　（１）資　格<設計者>の評価点

　次式によって算定する。

評価点 ＝ Σ（各主任担当技術者の評価点）
＝ Σ（配点　×　資格係数）

資格係数

設備設計一級建築士

1.0
 H31国交省告示98号別添一第１項第１号及び第
２号で示される設計の種類における「総合」

 同上「構造」

 同上「設備」のうち，「電気設備」に係るも
の

 同上「設備」のうち，「給排水衛生設備」，
「空調換気設備」及び「昇降機等」に係るもの

設備設計一級建築士

0.5

建築設備士又は一級建築士

構造設計一級建築士

一級建築士

一級建築士

0.5

1.0

1.0

0.5

1.0

構造

総合

別添２

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計

資格係数
分担
業務
分野

業務内容

配　点

内　訳

（３）
技術力<事務所>

公募型プロポーザル 評価･選定基準

(20%)

(40%)

(20%)

評価対象技術資格

電気

機械

建築設備士又は一級建築士

1



　（２）技術力<設計者>の評価点

① 同種業務・類似業務の実績

　次式によって算定する。

評価点 ＝ Σ（管理技術者及び各主任担当技術者の評価点）
＝ Σ（配点　×　設計者係数）

設計者係数 ＝ ⓐ 業務係数　×　ⓑ立場係数

1.0（同種業務）

ⓐ業務係数　＝

0.8（類似業務）

ⓑ立場係数

※　当該実績の分担業務分野が，本業務での分担業務分野と同じ場合に限る。

※　照査技術者の立場は，評価の対象とならない。

同種業務・類似業務の実績

　下記の用途及び規模を満たす新築・改築・増築の基本・実施設計で，

　平成１８年（２００６年）４月１日以降に完了し，成果物の引渡が完了した業務。

※　面積は建築基準法上の床面積とする。

※　複合用途施設の場合は，同種業務・類似業務の用途の専用部分のみの床面積とする。

②  ＣＰＤ推奨単位取得実績

　次式によって算定する。

評価点 ＝ Σ（管理技術者及び各主任担当技術者の評価点）
＝ Σ（配点　×　ＣＰＤ係数）

　

 推奨単位以上 1.0

 推奨単位の３／４以上 0.8

 推奨単位の１／２以上 0.5

 推奨単位の１／４以上 0.3

 推奨単位の１／４未満 0

同種業務

取得した単位数

5,000㎡以上

3,000㎡以上

規　模用　途

 管理技術者  主任担当技術者 担当技術者

学校教育法第五十条に定める高等学校　校舎

学校教育法第一条に定める学校（幼稚園を除く）　校
舎

類似業務

 管理技術者の
実績評価

 主任担当技術者の
実績評価

過去の実績での立場

1.0

1.0

0.5

1.0

0.3

0.5

ＣＰＤ係数

2



　（３）技術力<事務所>の評価点

　次式によって算定する。

評価点 ＝ 配点　×　事務所係数

事務所係数

類似業務の実績

 
同種業務の実績

同種業務・類似業務の実績　：　（２）に同じ。

３　順位の決定

２によって評価した合計点により順位付けを行い，プロポーザル提案者を５者程度選定する。

　Ⅲ　第２段階評価（設計候補者の選定）

１　評価方法

技術提案の内容は実施方針および評価テーマ（３つ）とする。

技術者の能力の直接確認のため， ヒアリングを実施する。

技術力（第１段階での評価）及び技術提案を評価する。

２　評価項目及び配点

　 評価項目  評価の着目点

判断基準

20 点 ( 20% )

 業務の理解度及び取組意欲

10 点 ( 10% )

 業務の実施方針

10 点 ( 10% )

 評価テーマに対する技術提案

60 点 ( 60% )

80 点 ( 80% )

100 点 ( 100% )

　（１）　総合評価点

・　各項目について各判定委員が５段階に評価し，次式により総合評価点を算定する。

　　委員ごとの総合評価点　＝　第１段階評価合計点　×　０．２　＋　Σ（各項目の評価　÷　５　×　配点）

　第１段階評価合計点　×　0.20

20

10

 業務への取組体制，設計チームの特
徴，特に重視する設計上の配慮事項等
について，的確性,独創性,実現性等を
総合的に評価

10

各テーマについて，その的確性（与条
件との整合性が取れているか等），独
創性（工学的知見に基づく独創的な提
案がされているか等），実現性（提案
内容が理論的に裏付けられており，説
得力のある提案となっているか等）を
考慮して総合的に評価する。

合　計（総合評価点）

小　計

20

20

課
題
１

課
題
２

課
題
３

 業務内容，業務背景，手続の理解 及
び 積極性

業務実施方針
及び手法

内　訳

配　点

２件 １件 ０件

２件 1.0

１件 0.9 0.5

０件 0.8 0.4 0

3



　（２）　順位点

・　総合評価点の高い者から次表のとおり委員ごとに総合評価点順位を付け，順位点を算定する。

３　設計候補者，次点の設計候補者の選定

①　総合評価点順位の１位獲得数がより多い提案者を上位として順位付けを行う。

②　１位獲得数が同じ提案者が複数いる場合は，各委員の順位点の合計がより高い提案者を上位とする。

③　順位点の合計も同じ場合は，上位順位の獲得数がより多い提案者を上位とする。

④　②，③も同じ場合は，総合評価点の合計がより高い提案者を上位とする。

⑤　評価を基に委員で審議の上，設計候補者及び次点の設計候補者を選定する。

⑥　ただし，『業務実施方針及び手法』の評価項目で各委員の評価点の平均が４８点未満である提案者は，

　　審議の対象としない。

１点 ０点順位点 ５点 ４点 ３点 ２点

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位以下総合評価点順位

4
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大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計 計画概要書 

令和４年１月 

宮城県土木部営繕課 

Ⅰ 基本方針 

少子化に伴う中学校卒業者数の減少により，大崎地区（東部ブロック）において，県立高校の

定員の規模適正化及び活力ある高校の存続に向けての取組として，３つの高校（松山高校，鹿島

台商業高校，南郷高校）を再編し，既存の専門学科や学びの取組みを基本としながら，新たな魅

力ある職業教育拠点校を設置するもの。 

 

Ⅱ 施設計画・設計条件等 

１ 業務委託名称 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計業務委託 

 

２ 建築場所 

大崎市鹿島台広長字杢師前４４ 

敷地面積 約８２，６１４㎡ 

 

３ 施設用途 

高等学校 

平成３１年国土交通省告示第９８号 別添二 

第七号第１類 

 

４ 法規制等 

（１）都市計画区域等  都市計画区域内  

（２）用途地域等    指定無し 

（３）容積率      ２００％ 

（４）建蔽率      ７０％ 

（５）防火地域等    建築基準法第２２条第１項指定区域 

（６）下水道処理    区域内 

（７）道路       市道 幅員：６．０ｍ 

（８）その他区域等   ・景観計画区域内 

              ※大崎市全域が景観計画区域の対象範囲となりますので，大崎市

HP にてエリアに対応した景観に関するルールを確認してくださ

い。 

 

 

 

 

別添３ 
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５ 事業規模（予定） 

（１）新設建築物等     

① 校舎棟                 延べ面積   約 7,200 ㎡ 

               内訳 管理諸室   約 1,500 ㎡ 

                  普通教室   約 1,500 ㎡ 

                  特別教室   約 1,500 ㎡ 

                  共用部分   約 2,700 ㎡ 

                  その他 

 

② 農業系実習棟                 延べ面積   約 2,100 ㎡ 

                  内訳 実習諸室   約 1,300 ㎡ 

                 共用部分   約  800 ㎡ 

                  その他 

 

③ 家庭系実習棟                延べ面積   約 1,100 ㎡ 

                内訳 実習諸室   約   700 ㎡ 

                 共用部分   約   ４00 ㎡ 

 

（２）解体建築物等 

   ① 現鹿島台商業高等学校校舎  延べ面積   約 6,400 ㎡ 

   ② 機械室           延べ面積   約    80 ㎡ 

    ③ その他工作物（別表３参照） 

（ソフトボール場及びテニスコートを含む） 

 

（３）屋外施設等 

   ① 駐車場（50 台程度），駐輪場（150 台程度） 

② 外構・植栽等 

 

（４）予定工期 

・設計   令和６年２月末まで（予定） 

・工事   令和６年度から令和８年度まで（予定） 

（別表１参照） 

 

（５）予定工事費 

約６０億円（税込） 
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６ 整備方針 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校整備事業基本構想 

（宮城県教育庁教育企画室作成（別添資料）） 

 

 ７ その他 

・農業用の井戸，畑（1,500 ㎡～2,000 ㎡）及びビニールハウス７棟程度（１棟当た

り 100 ㎡～150 ㎡）の位置を想定した上で計画すること。 

・ソフトボール場，プール及びテニスコートは計画しないこととする。 

・既存校舎跡地，グラウンド及び野球場には建築物等を計画しないこととする。 

・プール西側は，木々を伐採し整地の上，活用しても差し支えない。 

・校舎から実習棟並びに体育館に靴を履き替えることなく移動できるように配慮するこ

と。 

・校舎解体跡地の利活用については現在検討中のため，計画範囲には含めないこととす

る。 

・仮設建築物を設置せずに学校の運営及び体育館の使用が可能な計画とすること。 

・工事期間中の学校の運営及び安全の確保に配慮すること。 

・建物は，ライフサイクルを通じた環境負荷の低減に配慮すること。 

・再生可能エネルギー設備の設置については現在検討中であり，設置の有無，規模につ

いては設計業務において提示する。 

・地質調査は，設計業務委託期間中に別途実施する。 

・供用開始時の在校生については，供用開始年度（令和９年度予定）に入学する１学年

のみでの開校となるか，既存の学校からの移転を含めた全学年揃っての開校となるか

は現在検討している。 

 

８ 添付資料 

別表１   事業スケジュール（予定） 

別表２   整備諸室等一覧（目安） 

別表３   解体建物等一覧 

別図１   計画敷地 位置図 

別図２   現況配置図 

別図３   解体建物等位置図 

別添資料１ 大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校（仮称）教育基本構想 

別添資料２ 大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校整備事業基本構想 

別添資料３ 学校要覧（松山高校，鹿島台商業高校，南郷高校） 

参考資料  参考地質調査資料 



校舎・実習棟新築設
計

既存校舎等解体設計

地質調査

プール解体工事

校舎新築工事

実習棟新築工事

電波障害調査

既存校舎解体工事

屋外施設整備工事
（仮）

別表１

令和１０年度
（2028）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024）

令和７年度
（2025）

令和８年度
（2026）

令和９年度
（2027）

3 4 1 2

事業スケジュール（予定）
令和３年度
（2021）

1 2 3 4 2 3 4 1 21 2 3 4 1 3 4 1 2 3 1 2 3 44 1 2 3 4

発注

随契
プロポーザル

発注
地質

調査

★開校

既存校舎・プール等

解体設計 12ヶ月

校舎・実習棟新築設計 21ヶ月

発注

WTO

仮
契
約

議
会

校舎新築工事 24ヶ月
引越・準備

発注

総評

既存校舎解体工事

10ヶ月

発注

総評

プール解体

5ヶ月

発注
電波障害

調査

仮
契
約

議
会

実習棟新築工事 15ヶ月
発注

総評

発注

総評

屋外施設整備工事

（仮）



【校舎棟】

室数 1室面積（㎡） 総面積（㎡）

管理諸室 校長室 1 36.00 36.00

応接室 1 36.00 36.00 校長室に隣接

職員室 1 216.00 216.00

事務室 1 72.00 72.00

技師室 1 36.00 36.00

印刷室 1 36.00 36.00

大会議室 1 144.00 144.00

小会議室 1 72.00 72.00

放送室 1 18.00 18.00

生徒会室 1 36.00 36.00

進路指導室 1 72.00 72.00 資料室含む（又は36㎡×2）

生徒指導室 2 18.00 36.00

生徒相談室 2 18.00 36.00

カウンセリング室 1 36.00 36.00

保健（指導）室 1 72.00 72.00 資料庫含む

図書室 1 144.00 144.00

司書室 1 36.00 36.00

書庫 1 36.00 36.00 統合前の本を保管等

職員更衣室 2 36.00 72.00 男女各1室

農業クラブ室 1 36.00 36.00

同窓会資料室 1 36.00 36.00 既存校の資料等を保管・展示

飲食スペース・売店 1 108.00 108.00

備蓄倉庫 1 18.00 18.00 災害対応

家庭クラブ室 1 36.00 36.00

小計 27 1,476.00

普通教室 普通教室 12 72.00 864.00

選択教室 6 72.00 432.00 3学科×2（類型）

大講義室 1 198.00 198.00 3学科連携学習に使用（※）

大講義室準備室 1 36.00 36.00

小計 20 1,530.00

特別教室 理科（実験）室 2 126.00 252.00 物理化学・生物地学

理科（実験）準備室 1 36.00 36.00 隣接共用・薬品庫兼を想定

音楽室（ピアノ室） 1 156.00 156.00 音楽室に加え，ピアノ室を設置（5室程度30㎡程）

音楽準備室 1 36.00 36.00 楽器庫含む

被服（実習）室 1 126.00 126.00

被服（実習）準備室 1 18.00 18.00 保育室との隣接共用も検討

調理（実習）室 1 126.00 126.00

調理（実習）準備室 1 36.00 36.00

保育実習室 1 126.00 126.00

保育実習準備室 1 36.00 36.00 被服室との隣接共用も検討

コンピュータ室 1 126.00 126.00

サーバ室（マシンルーム） 1 36.00 36.00 一部準備室

情報処理（実習）室 2 126.00 252.00

総合（OA)実践室 1 126.00 126.00

商業科準備室 1 36.00 36.00

小計 17 1,524.00

2,660.00 教材室（36㎡程度）や倉庫等を設置

7,190.00校舎棟　合計①

備考分類 部屋名

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校整備事業　整備諸室等一覧（目安）

共用部分（37％）

※新設校は，学校全体で学科間連携，地域連携を図ることとしているため，大講義室については，１学年全員（160人）を
収容でき，研究発表等のプレゼンテーションや外部講師を招聘した講義にも対応できるものとする。

別表２



【農業系実習棟】

室 1室面積 総面積

実習室 農業（基礎）実習室 1 126.00 126.00

農業準備室・農場管理室 1 36.00 36.00

職員更衣室 2 18.00 36.00 男女各1室

生徒更衣室 2 36.00 72.00 男女各1室

農業実習室 2 72.00 144.00

資材室（倉庫） 1 216.00 216.00 既存校の一部資材等を集約

食品加工室 1 360.00 360.00
食品加工室内に手洗い・エアシャワー・包装
室・醸造室・ボイラー室・麹製造室・麹室・貯
蔵室・準備室等を設置

農機具室 1 288.00 288.00 既存校の一部資機材等を集約

作物収納室 1 72.00 72.00

小計 10 1,350.00

793.00

2,143.00

【家庭系実習棟】

室 1室面積 総面積

実習室 家庭科準備室 1 18.00 18.00

職員更衣室 2 18.00 36.00 男女各1室

生徒更衣室 2 36.00 72.00 男女各1室

講義室 1 72.00 72.00

総合調理実習室 1 126.00 126.00 高校生カフェ等（下ごしらえ等）

総合調理実習準備室 1 36.00 36.00 高校生カフェ等

食堂（飲食スペース） 1 144.00 144.00 高校生カフェ等

厨房 1 72.00 72.00 高校生カフェ等（調理仕上げ等）

マーケティング実習室（兼物販所） 1 144.00 144.00

小計 11 720.00

422.00

1,142.00

10,475.00

共用部分（３７％）

家庭系実習棟　合計③

３棟面積総計　合計（①＋②＋③）

部屋名 備考

部屋名 備考

分類

農業系実習棟　合計②

共用部分（３７％）

分類



（建築物）

1 校舎 RC 3 S57 6,431.52

5 機械室 RC 1 S57 80.00

（工作物）

2 フェンス - - S57 鉄骨金網張　85.4m

3 キュービクルフェンス - - S57 鉄骨金網　17.0ｍ

5 フェンス - - S60 鉄骨金網張　105.0m

7 外灯 - - S57 コンクリート基礎

11 受水槽 - - S57 コンクリート基礎

12 プール S - S59 986.1㎡（28.5m×34.6m）

13 ゴミ集積場 - - S60 耐火レンガ鋼板屋根付

14 キュービクル - - S57 鉄板屋外型高圧キュービクル

15 自転車置場 - - S57 鉄骨造　平屋

16 渡り廊下 - - S57 鉄骨造　平屋

18 自転車置場 - - S58 鉄骨平屋　ルーフデッキ

19 自転車置場 - - S63 鉄骨平屋　ルーフデッキ

26 ソフトボール用バックネット - - H10
コンクリート電柱４本
ポリネット　11.8m×5m

27 ソフトボール用フェンス - - H10
支柱２本
ポリネット　11.0m×2m

29 照明灯 - - H18 コンクリート基礎

32 テニスコートネットフェンス - - H27
金網，門扉付き
H2.5m L172.0m

※解体建築物及び工作物の位置は別図３を参照してください。No.は別図３の番号を示しています。

解体建物等一覧

No. 名称

建築年 備考

構造 階数 建築年 面積（㎡）

No. 名称 構造 階数

別表３
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整備計画地

校舎等解体

渡り廊下等を計画すること

解体跡地の利活用については現在検討中



（建築物）

1 校舎 RC 3 S57 6,431.52

5 機械室 RC 1 S57 80.00

（工作物）

2 フェンス - - S57 鉄骨金網張　85.4m

3 キュービクルフェンス - - S57 鉄骨金網　17.0ｍ

5 フェンス - - S60 鉄骨金網張　105.0m

7 外灯 - - S57 コンクリート基礎

11 受水槽 - - S57 コンクリート基礎

12 プール S - S59 986.1㎡（28.5m×34.6m）

13 ゴミ集積場 - - S60 耐火レンガ鋼板屋根付

14 キュービクル - - S57 鉄板屋外型高圧キュービクル

15 自転車置場 - - S57 鉄骨造　平屋

16 渡り廊下 - - S57 鉄骨造　平屋

18 自転車置場 - - S58 鉄骨平屋　ルーフデッキ

19 自転車置場 - - S63 鉄骨平屋　ルーフデッキ

26 ソフトボール用バックネット - - H10
コンクリート電柱４本

ポリネット　11.8m×5m

27 ソフトボール用フェンス - - H10
支柱２本
ポリネット　11.0m×2m

29 照明灯 - - H18 コンクリート基礎

32 テニスコートネットフェンス - - H27
金網，門扉付き

H2.5m L172.0m

解体建物等一覧

No. 名称

建築年 備考

構造 階数 建築年 面積（㎡）

No. 名称 構造 階数
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令和３年５月１７日 
 

１ 再編の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育基本構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大崎地区(東部ブロック)職業教育拠点校(仮称) 

教育基本構想 

 

「食」をテーマとした様々な職業専門的学びを展開 

基 本 理 念 

 

 

 

 

 

（令和９年４月開校予定） 

○入学定員：１学年 160名 

【１年次】（一括募集） 

・地域について探究する学科 ４学級 

【２年次】 

・商業に関する学科 ２学級 

・家庭に関する学科 １学級 

・農業に関する学科 １学級 

※鹿島台商業の敷地内に新築 

 大崎地区(東部ブロック) 
 職業教育拠点校(仮称) 

鹿島台商業高等学校  

松 山 高 等 学 校 

南 郷 高 等 学 校  

〔各校での主な取組〕 
企業連携，地域イベントにおけるボランティ

ア，地域の幼稚園や敬老会との連携，地域を素
材とした課題研究，フラワーサービスプロジェ
クト，大学との共同研究，観光客誘致のための

観光資源の発掘・開発 など 

 

○ 食をテーマとする専門教育を展開し，社

会的・職業的自立に必要な能力を持った生

徒を育成する。 

 

○ 各学科の特色ある取組をとおして，生徒

の多様な個性や能力の伸長を図る。 

 

○ 各学科の連携・協働をとおして，課題設

定能力及び課題解決能力を育成する。 

 

○ 地域の教育資源を活用し，地域ブランド

の創出や魅力化に取り組み，地域の活性化

に貢献する。 

目 指 す 学 校 像 
 

○ 専門性を活かし，各分野でよりよい社会

の創造に貢献することができる生徒 

 

○ 多様性を受容し，様々な人と協働して新

たな価値を創造することができる生徒 

 

○ 自ら考え行動し，課題の解決に向けて意

欲的に取り組むことができる生徒  

 

○ 地域との連携をとおして，郷土に対する

誇りをもち，地域の発展に貢献することが

できる生徒 

育 成 す る 生 徒 像 
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地域について探究する学科として一括募集し，２年次から商業，家庭，農業に 

関する３学科を設置する 

設置学科・類型 

 

各学科概要 

 

起業家教育を通じて経営ノウハウを身

に付け，地域の素材を生かした新たなブ

ランドの創出を行うほか，インターネッ

トを活用した商品の流通や販売などを学

ぶ学科。 

商業に関する学科 

 

保育・調理に関するノウハウを身に付

け，地域の素材を活用した幅広い年代に

対する食育の推進を行うほか，服飾デザ

イン・製作，食空間の構成・演出などを

学ぶ学科。 

家庭に関する学科  

農産物の栽培技術や農業経営のノウハ

ウを身に付け，地域の野菜や草花の栽培

を行うほか，醸造を含めた食品加工の技

術などを学ぶ学科。 

農業に関する学科 

概要図 
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教育課程 

 

○ 食をテーマとする各分野について，基本的な知識・技能の定着が図られるとともに系統

的な学びが展開されるように科目を配置する。 

○ 生徒の主体性や協働性を育成できる学びを実践する。 

○ 学科間及び地域と密接に連携し，地域の資源を利活用しながら地域ブランドの創出や魅

力化に取り組み，地域への貢献を目指す。 

基本方針 

 

 

教育課程例 

 

 

 

 

 

学びのフィールド 

【地域・自治体】 

○地域の保育所や幼稚園，介護施設等と共

同で食の開発・提供を行うとともに食育

を推進 

○空き店舗等を活用したカフェ経営及び道

の駅や地元イベント，小売店等での物販 

○小中学校やこども食堂との連携 

【大学・企業・研究機関等】 

○古川農業試験場，東北大学大学院農学研

究科川渡フィールドセンター，宮城大

学，地元企業等との共同研究や商品開発

の実施 

【他の高校等】 

○高校で生産，開発したものを積極的に活

用し，「宮城の高校生による食」を提供 

【その他】 

○開発商品について，ネット販売やふるさ

と納税返礼品として活用 
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３ スケジュール（予定） 

○ 準備組織の設置と主な検討内容 

○ 施設整備計画 

年度 施設整備計画 

令和３年度 大規模事業評価 

令和４年度 設計 

令和５年度  

令和６年度 新校舎・各実習棟建設工事 

令和７年度  

令和８年度  

令和９年度 供用開始（新設校開校） 

 

年度 
準備組織等 

会議等 主な検討内容 

平成３０年度 
大崎地区における高校の 

在り方検討会議 

 魅力ある高校づくりを推進するため，地域・学

校関係者から今後の大崎地区の高校の在り方につ

いて幅広く意見を聴く。 

令和元～ 

２年度 

大崎地区（東部ブロック） 

統合校教育基本構想検討会議 

在り方検討会議の議論を踏まえながら，統合校

の具体的な学科構成や教育内容の基本的な考え方

を整理し，統合校の教育基本構想を策定する。 

令和３～ 

５年度 

大崎地区職業教育拠点校 

準備委員会（仮称） 

・統合校の学校運営，教育内容，施設・設備等 

・移行期の統合対象校の教育内容等 

・その他，調整が必要な事項 

令和６～ 

８年度 
開設準備委員会（仮称） 

・統合校の学校運営等 

・統合校の諸規程，規約，内規等 

・その他，調整が必要な事項 

 

 

 

高校生カフェ 

【概要（案）】 

○運営は生徒が行い，各学科の専門

性を生かしながら，企画運営，調

理，接客，経理等にあたる。 

○定期的に外部に対して食の提供を

行う。 

○地域の食材や他の高校の生産品を

活用しながら魅力ある食の開発・提

供を行う。 



 

1 

 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校整備事業基本構想 

 

１ 大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校について 

（１）県立高校将来構想上の位置付け 

＜これまでの取組み＞ 

宮城県教育委員会では，平成１３年３月に時代の要請に対応した高校教育改革の方向

性及び高校の整備・改編の方針を示す「県立高校将来構想」を策定し，生徒の多様な個

性や特性に対応した魅力ある高校づくりと生徒数の減少に対応した学級減及び学校再編

等を進めてきた。 

また，平成２２年３月には，引き続き減少する生徒数や地域経済のグローバル化，情

報化の進展等の県立高校を取り巻く状況の変化に対応した高校のあり方を示すため，「新

県立高校将来構想」を策定するとともに，将来構想を着実に推進するため，より具体的

な取組を示す「新県立高校将来構想実施計画」（第１次～第３次）を策定し，施策を進め

てきた。 

＜現在の取組み＞ 

東日本大震災からの復興や少子高齢化，高度情報化など，これまで以上に急激に変化

する社会状況に対応するため，平成３１年２月に「第３期県立高校将来構想」を策定す

るとともに，将来構想を着実に推進するため，より具体的な取組みを示す「第３期県立

高校将来構想第１次実施計画」を令和２年７月に策定した。 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校（以下「新設校」という。）は，第３期県立

高校将来構想第１次実施計画において，松山高校（２学級），鹿島台商業高校（３学級）

及び南郷高校（２学級）を再編統合し，新たに職業教育拠点校（４学級）を設置するも

のとして位置づけている。 

 

（２）再編統合の背景 

宮城県の中学校卒業者数は，昭和３８年３月の４９，９０９人をピークに増減はある

ものの減少傾向が続き，令和３年３月には１９，２３５人となっている。 

この少子化に伴う中学校卒業者数の減少は全県的な傾向で，今後もさらに続くことが

見込まれており，中学校卒業者数に合わせて，県立高校の定員を適正な規模とすること

と併せて，活力ある高校の存続に向けてより一層の取組が求められている。 

大崎地区（東部ブロック）においても中学校卒業者数の減少は例外ではなく，このよ

うな取組の一環として，大崎地区（東部ブロック）にある３つの高校（松山高校，鹿島

台商業高校，南郷高校）を再編し，既存の専門学科や学びの取組みを基本としながら，

新たな魅力ある職業教育拠点校を設置することとした。 

 

（３）統合に向けた取組状況 

イ 大崎地区における高校の在り方検討会議（平成３０年度) 

地元の行政，教育関係者などで構成する「大崎地区における高校の在り方検討会議」
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を５回開催し，大崎地区（東部ブロック）における高校の将来像等を検討し，報告書

をとりまとめた。 

【報告書の内容（検討会議の結論）】 

・ 少子化等の社会が変化する中においても，東部ブロックに所在する学校全体で学

びの選択幅を確保し，職業人材を育成する。 

・ 現在，東部ブロックに所在する５校（松山，鹿島台商業，南郷，涌谷，小牛田農

林）のうち，松山高校，鹿島台商業高校及び南郷高校を再編し，３校体制とする。 

・ 新設校に設置する学科については，既存校に設置されている専門学科及び学びを

基本とした上で，併せて社会や地域ニーズに応じた新たな学科の設置も含めて検討

する。 

ロ 第３期県立高校将来構想第１次実施計画（令和２年度） 

平成３１年度（令和元年度）から令和１０年度までの県立高校の今後の方向性を示

した「第３期県立高校将来構想」のアクションプランである「第１次実施計画」に「大

崎地区（東部ブロック）における職業教育拠点校の設置」として位置づけた。 

ハ 大崎地区（東部ブロック）統合校教育基本構想検討会議（令和元年度～令和２年度） 

「大崎地区における高校の在り方検討会議」での議論を踏まえ，松山高校，鹿島台商

業高校及び南郷高校の再編統合校における具体的な学科構成，教育内容及び教育施設

等の検討を行うため，大崎地区（東部ブロック）統合校教育基本構想検討会議を開催

し，大崎地区（東部ブロック）統合校教育基本構想を策定した。 

 

（４）統合対象校の状況について 

統合対象校の松山高校，鹿島台商業高校及び南郷高校の状況は４頁の表のとおり。 

 

（５）統合対象校の特色・特徴的な取組みについて 

イ 松山高校 

（イ）家庭に関する学科 

衣食住，家庭・被服，保育，調理についての基礎的・基本的な知識と技術を学び，

２年生からはより専門性を深めるため，被服，保育，調理の３コースを設け，資格

取得に挑戦し，授業で学んだ成果を文化祭や家庭科発表会で披露している。特にフ

ァッションショーは，地域の方々から喜ばれ，高く評価されている。 

（ロ）学科の特徴を生かした学び 

家政科の生徒が家庭クラブに所属し，学校や地域の生活の充実向上を図るために

個人では解決できない問題について取り上げ，家庭科の学習で得た知識や技術を活

かし，グループで協力しながら実践活動を行っている。また，他校にはないピアノ

レッスン用個室といった充実した施設設備があり，特別授業では社会人講師からプ

ロの技を学ぶことができる。 

（ハ）家庭科技術検定 

被服（和服・洋服），食物，保育について全国統一の問題による検定試験を行い，
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合格によって知識と技能の習得の証とすることができ，進路に役立てることができ

る。 

（ニ）習熟度別学習 

数学と英語で少人数の編成による学習を展開し，個々のレベルに合わせた指導を

行うとともに，必要に応じて学び直しを行うことで自信に繋がるよう意欲的に取り

組んでいる。 

 

ロ 鹿島台商業高校 

（イ）商業に関する学科 

商業の分野であるマーケティング・ビジネス経済・会計・ビジネス情報に関する

科目について系統的に学び，資格取得に挑戦し，産業界の経済活動に総合的に対応

できる職業人の育成を目指している。 

（ロ）学科の特徴を生かした学び 

１年生の総合的な探究の時間で販売実習，２年生で地域企業等とタイアップして

商品開発と販売を行い，３年生の学校設定科目「地域ビジネスプランニング」では，

地域の経済活動や社会活動の中から課題を設定し，体験活動を通して解決策の考案

を行い，学んだ成果を発表している。 

（ハ）キャリア教育 

全学年対象に４０名ほどの講師が来校し，キャリアセミナーを開催している。興

味がある講師を選び，実際に働いている人の考えや体験談を聞くことで，職業観や

勤労観を養い，新たな価値観の創造に繋げている。 

 

ハ 南郷高校 

（イ）県内唯一の農業，工業，商業を総合的に学習する学科 

農業教科を基礎として，地域産業に根ざした工業や商業の教科も合わせ，産業技

術に関する基礎的・基本的な学習を幅広く行っている。野菜・草花・作物といった

農業に関する科目のほかに，商業科目としてビジネス情報や情報処理，工業科目と

して工業技術基礎，機械工作，機械製図などの科目も学習している。 

（ロ）学科の特徴を生かした学び 

産業技術科の生徒が農業クラブに所属し，意見発表大会や農業鑑定大会などを通

して，「科学性」「社会性」「指導性」を高め，農業はもとより，幅広い産業分野で活

躍できる優れた資質を身につけるよう自主的・自発的な活動を行っている。 

（ハ）地域貢献・支援 

地域に開かれた学校として，復興支援活動や異世代間交流活動，地域を豊かに彩

るフラワーサービスプロジェクトなど，様々な地域貢献活動を実施している。フラ

ワーサービスプロジェクトでは，地域の施設や学校などに，生徒と教員が訪問し，

地域に草花を花壇やプランターに植栽し，異世代間コミュニケーション能力の向上

とボランティア精神を育んでいる。 
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○対象校の状況について 

 ※令和３年１１月現在

統 合 対 象 校 松山高校 鹿島台商業高校 南郷高校 

立 地 大崎市 大崎市 遠田郡美里町 

創 立 昭和５５年 昭和２５年 昭和６年 

沿 革 昭和７年に志田郡松山町立松山女子専修学校

として開校後，学制改革を経て，昭和５５年

に独立。 

昭和２５年に宮城県南郷農業高校鹿島台分校

として開校後，地域の要望等により，昭和４

４年に独立。 

町民（村民）の要望と旧南郷町の篤志家野田

真一翁による浄財により，昭和６年に宮城県

遠田郡南郷村立国民高等学校として開校。 

校 訓 意欲・創造・規律・連帯 努力（以て道を拓き）・誠実（以て衆に奉ず） 礼譲和協 

定員（１学年） ８０人 １２０人 ８０人 

学 科 普通科１・家政科１ 商業科３ 普通科１・産業技術科１ 

現校舎建築年 平成２年１１月（築３１年） 昭和５７年７月（築３９年） 昭和５４年９月・昭和５５年３月（築４２年・４１年） 

充 足 率 

 Ｈ３１ R２ Ｒ３  Ｈ３１ R２ Ｒ３  Ｈ３１ R２ Ｒ３ 

普通科 57.5% 57.5% 5０.０% 商業科 65.8% 39.2% １８.３% 普通科 22.5% 22.5% １７.5% 

家政科 92.5% 92.5% ７０.０%  産業技術科 62.5% 57.5% ２７.5% 

出身中学地区 

（Ｒ３学校要覧） 

※太字は立地市町 

大崎市 ８５ 5５.９% 大崎市 ２８ 19.９% 大崎市 １７ 2２.７% 

加美町 １ ０.７% 加美町 １ 0.７% 加美町 ０ ― 

色麻町 １ ０.７% 色麻町 ０ ― 色麻町 ０ ― 

美里町 ２８ 1８.４% 美里町 １３ 9.２% 美里町 １８ ２４.０% 

涌谷町 ５ ３.３% 涌谷町 ０ ― 涌谷町 ６ ８.０% 

その他 ３２ 2１．０% その他 ９９ ７０.２% その他 ３４ ４５.３% 

計 １５２ １００．０％ 計 １４１ １００．０％ 計 ７５ １００．０％ 

進 路 

   

人 ％ 人 ％ 人 ％

大学等 2 9.5% 2 11.1% 2 11.1%

専修等 7 33.3% 5 27.8% 6 33.3%

就職等 10 47.6% 11 61.1% 10 55.6%

その他 2 9.5% 0 0.0% 0 0.0%

計 21 100.0% 18 100.0% 18 100.0%

大学等 9 34.6% 4 12.5% 8 25.0%

専修等 7 26.9% 11 34.4% 7 21.9%

就職等 10 38.5% 16 50.0% 16 50.0%

その他 0 0.0% 1 3.1% 1 3.1%

計 26 100.0% 32 100.0% 32 100.0%

普通

家政

学科 進路
H30.3卒 H31.３卒 R2.３卒

人 ％ 人 ％ 人 ％

大学等 6 16.7% 1 4.5% 0 0.0%

専修等 5 13.9% 3 13.6% 7 43.8%

就職等 25 69.4% 17 77.3% 5 31.3%

その他 0 0.0% 1 4.5% 4 25.0%

計 36 100.0% 22 100.0% 16 100.0%

大学等 0 0.0% 1 3.2% 0 0.0%

専修等 9 27.3% 2 6.5% 4 13.3%

就職等 24 72.7% 26 83.9% 18 60.0%

その他 0 0.0% 2 6.5% 8 26.7%

計 33 100.0% 31 100.0% 30 100.0%

農業

普通

学科 進路
H30.3卒 H31.３卒 R2.３卒

人 ％ 人 ％ 人 ％

大学等 3 4.2% 6 7.1% 5 6.3%

専修等 19 26.4% 19 22.4% 9 11.3%

就職等 50 69.4% 59 69.4% 62 77.5%

その他 0 0.0% 1 1.2% 4 5.0%

計 72 100.0% 85 100.0% 80 100.0%

H30.3卒 H31.３卒 R2.３卒

商業

学科 進路
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２ 新設校の目指すべき方向性 

（１）学校の概要 

入学定員 １学年 ４学級 １６０名 

基本理念：「食」をテーマとした様々な職業専門的学びを展開 

学科 

（１年次） 

学科 

（２年次以降） 

類型 

（いずれも仮称） 
定員 主な学習内容 

地域について

探究する学科 

（一括募集） 

商業に関する 

学科 

（大学科：商業） 

２学級８０名 

マーケティング類型 ４０名 

・起業家教育 

・商品企画 

・マーケティング 

情報会計類型 ４０名 

・インターネット活用 

・会計，流通 

・広告・広報 

家庭に関する 

学科 

（大学科：家庭） 

１学級４０名 

生活デザイン類型 ２０名 

・服飾デザイン 

・服飾製作 

・空間構成演出 

食育類型 ２０名 

・食育推進 

・レシピ考案 

・調理 

農業に関する 

学科 

（大学科：農業） 

１学級４０名 

食品加工類型 ２０名 

・醸造 

・食品加工 

・商品開発 

園芸類型 ２０名 

・草花の栽培 

・野菜の栽培 

・経営者教育 

 

（２）各学科の概要 

イ 商業に関する学科 

起業家教育を通じて経営ノウハウを身に付け，地域の素材を生かした新たなブランドの創出を行う

ほか，インターネットを活用した商品の流通や販売などを学ぶ。 

ロ 家庭に関する学科 

保育・調理に関するノウハウを身に付け，地域の素材を活用した幅広い年代に対する食育の推進を

行うほか，服飾デザイン・製作，食空間の構成・演出などを学ぶ。 

ハ 農業に関する学科 

農産物の栽培技術や農業経営のノウハウを身に付け，地域の野菜や草花の栽培を行うほか，醸造を

含めた食品加工の技術などを学ぶ。 
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（３）目指すべき学校像 

・ 食をテーマとする専門教育を展開し，社会的・職業的自立に必要な能力を持った生徒を育成する。 

・ 各学科の特色ある取組をとおして，生徒の多様な個性や能力の伸長を図る。 

・ 各学科の連携・協働をとおして，課題設定能力及び課題解決能力を育成する。 

・ 地域の教育資源を活用し，地域ブランドの創出や魅力化に取り組み，地域の活性化に貢献する。 

 

（４）育成する生徒像 

・ 専門性を活かし，各分野でよりよい社会の創造に貢献することができる生徒 

・ 多様性を受容し，様々な人と協働して新たな価値を創造することができる生徒 

・ 自ら考え行動し，課題の解決に向けて意欲的に取り組むことができる生徒 

・ 地域との連携をとおして，郷土に対する誇りをもち，地域の発展に貢献することができる生徒 

 

（５）教育課程の基本方針 

・ 食をテーマとする各分野について，基本的な知識・技能の定着が図られるとともに系統的な学びが

展開されるように科目を配置する。 

・ 生徒の主体性や協働性を育成できる学びを実践する。 

・ 学科間及び地域と密接に連携し，地域の資源を利活用しながら地域ブランドの創出や魅力化に取り

組み，地域への貢献を目指す。 

 

（６）学びのフィールド（想定される連携機関） 

イ 地域・自治体 

・ 地域の保育所や幼稚園，介護施設等と共同で食の開発・

提供を行うとともに食育を推進 

・ 空き店舗等を活用したカフェ経営及び道の駅や地元イベ

ント，小売店等での物販 

・ 小中学校やこども食堂との連携 

ロ 大学・企業・研究機関等 

・ 古川農業試験場，東北大学大学院農学研究科川渡フィールドセンター，宮城大学，地元

企業等との共同研究や商品開発の実施 

ハ 他の高校等 

・ 高校で生産，開発したものを積極的に活用し，「宮城の高校生による食」を提供 

ニ その他 

・ 開発商品について，ネット販売やふるさと納税返礼品として活用 

 

（７）特徴的な取組み：高校生カフェ 

・ 運営は生徒が行い，各学科の専門性を生かしながら， 

企画運営，調理，接客，経理等にあたる。 

・ 定期的に外部に対して食の提供を行う。 

・ 地域の食材や他の高校の生産品を活用しながら魅力 

ある食の開発・提供を行う。 

地域・自治体

・地域の人材や技術
の活用
・活動場所の提供

大学・企業・
研究機関等

・食の共同開発
・食に関する共同研究

他の高校等

・食材・アイデアの
提供
・共同開発

地域の食材や
技術を活用し
た魅力ある食
の開発・提供

ネット販売・ふるさと納税

高校生カフェ
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２ 新設校の施設整備方針 

（１）整備概要 

イ 予定地   大崎市鹿島台広長字杢師前４４（鹿島台商業高校内） 

ロ 敷地面積  ８２，６１４．７６㎡ 

ハ 法的規制等 

法令 条文 規制の内容 

都市計画法 

第 ８条第１項 用途地域 

無指定（非線引き都市計画区域） 

建 坪 率  ７０％ 

容 積 率 ２００％ 

第２９条第１項 開発許可 
５０ｃｍ以上の造成を伴う場合

は許可が必要 

建築基準法 第２２条第１項 

防火地域及び

準防火地域以

外の市街地 

屋根の構造 

文化財保護法 
第９２条第１項

ほか 

埋蔵文化財 

指定文化財 
非該当 

森林法 第１０条の２ 開発許可 非該当 

農地法 第４条 農地転用 非該当 

自然公園法 第２０条第３項 
国立公園 

国定公園 
非該当 

県立自然公園

条例 
第１０条第３項 県立自然公園 非該当 

河川法 第５５条第１項 河川保全区域 非該当 

 

（２）建物 

イ 新設建物 

名称 面積（予定） 階数（予定） 

校舎棟 ７,１９０.００㎡ ３階 

農業系実習棟 ２,１４３.００㎡ ２階 

家庭系実習棟 １,１４２.００㎡ ２階 

  ※ ゾーニングイメージ例は図１のとおり。 

 

ロ 仮設建物 

 建設予定なし 
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ハ 解体建物等 

 ≪建物≫    

建物 

番号 
名称 構造 階数 築年 面積等（㎡） 

１ 校舎 RC ３ S57 6,431.52㎡ 

５ 機械室 RC １ S57 80.00㎡ 

    

   ≪工作物≫ 

工作物

番号 
名称 構造 階数 築年 面積等（㎡） 

２ フェンス ― ― S57 鉄骨金網張 85.4m 

３ キュービクルフェンス ― ― S57 鉄骨金網 17m 

５ フェンス ― ― S60 鉄骨金網張 H1.2m 105.0m 

７ 外灯 ― ― S57 
コンクリート基礎 

HST1-200・T4.5 

１１ 受水槽 ― ― S57 
コンクリート基礎 

鉄骨架台 36t 

１２ プール S ― S59 約 986.1㎡（28.5m×34.6m） 

１３ ゴミ集積場 ― ― S60 耐火レンガ鋼板屋根付 

１４ キュービクル ― ― S57 鉄板屋外型高圧キュービクル 

１５ 自転車置場 ― ― S57 鉄骨造 平屋 

１６ 渡廊下 ― ― S57 鉄骨造 平屋 

１８ 自転車置場 ― ― S58 鉄骨平屋 ルーフデッキ 

１９ 自転車置場 ― ― S63 鉄骨平屋 ルーフデッキ 

２６ ソフトボール用バックネット ― ― H10 
コンクリート電柱４本 

ポリネット 11.8m×5m 

２７ ソフトボール用フェンス ― ― H10 
支柱２本 

ポリネット 11.00×2.03m 

２９ 照明灯 ― ― H18 
コンクリート基礎 

灯具モールライト 

３２ テニスコートネットフェンス ― ― H27 
金網 門扉付き 

H2.5m L172.0m 

 

  ※ 解体建物・工作物等の配置状況は図２のとおり。 

  ※ 工作物番号１２（プール）及び３２（テニスコートネットフェンス）は校舎・実習棟を建設する

前に解体し，それ以外は新設校開校後に解体する。 

  ※ 工作物番号２（フェンス）及び５（フェンス）は，解体後に併せて再建する。 
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３ 施設整備の基本的事項 

（１）開校予定は令和９年４月とする。 

（２）開校までに整備するのは，校舎棟，農業系実習棟及び家庭系実習棟とする。 

（３）鹿島台商業高校の既存校舎等は新設校開校後に解体する。（解体後の敷地の利活用については未定で

あり，今後検討する。） 

（４）体育館や武道館は，既存施設の活用を前提とする。 

（５）具体の設計に当たっては，以下の点に留意する。 

＜校舎＞ 

・ 特別教室型とするが，学科，学年の垣根を越えた交流が図れる配置とする。 

・ 学科間連携，地域連携を図る施設として，１学年全員（１６０人）を収容でき，研究発表等のプ

レゼンテーションや外部講師を招聘した講義にも対応できる大講義室を設置する。 

・ 生徒間の交流が図れる又は生徒の居場所となるような多目的スペース（飲食スペース）を設置す

る。 

・ 図書室やその他共用空間等を活用したラーニングコモンズの設置を検討する。 

＜家庭系実習棟＞ 

・ 高校生カフェの実施運営に対応できる総合調理実習室や厨房，飲食スペース等を設置する。 

・ 高校生カフェは一般の来客があるので，外部の人がアクセスしやすいような配置とするとともに，

建物内における動線やセキュリティ等についても配慮する。 

・ 物販所も兼ねたマーケティング実習室を設置する。（ショーウィンドウやＰＯＳシステム等の導

入を想定。） 

＜農業系実習棟＞ 

・ 醸造等に対応できるよう食品加工室を設置する。（食品加工室内には，手洗い，エアシャワー，

包装室，醸造室，ボイラー室，麹製造室，麹室，貯蔵室，準備室等の設置を想定。） 

・ 土足での利用等も想定される農業（基礎）実習室等と食品を取り扱う食品加工室の衛生的な区分

けについて配慮して配置する。 

＜その他＞ 

・ 造成工事は行わないため，高低差を含めた既存の敷地を生かして設計する。 

・ 図１に示すゾーニングイメージや配置イメージ例は基本となるイメージではあるが，それ以外の

提案でも差し支えない。ただし，グラウンド及び野球グラウンドには建物の配置は行わないものと

する。 

・ 畑（1,500㎡～2,000㎡）やビニール（パイプ）ハウス（100㎡～150 ㎡のハウスを最大で７棟程

度）等の設置を想定の上，校舎等を配置する。なお，畑やハウスへの日当たり等も考慮する。 

・ 農業用水は，敷地内に井戸を掘り，地下水を活用することが想定されることを踏まえ，校舎等の

配置を検討する。 

・ 畑での実習や作業により，一定の作業音が発生することが想定されることを踏まえ，校舎等の配

置や校舎等内の各部屋の配置等を検討する。 

・ 校舎及び実習棟については，「４ 整備する教室」に示す内訳や面積等を基本とし，校舎及び実

習棟全体で 10,475㎡を上限とする。なお，校舎及び実習棟については，一体的な建物としても差

し支えない。また，２（２）に示す階数以外の提案をしても差し支えない。 

・ 校舎等は採光，通風，断熱，換気等を考慮して，省エネルギーかつ生徒が健康的に学校生活を送
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れるように配慮する。 

・ 設計に当たっては，将来的な維持管理費（ランニングコスト）が低廉となるよう，建物の構造や

外装，内部設備，冷暖房等を計画する。 

・ 教育におけるＩＣＴの活用や今後の情報化の進展を見据え，柔軟性や拡張性を考慮して設計する。 

・ 家庭系実習棟や農業系実習棟に配置する各施設については，ＨＡＣＣＰやＪＧＡＰ等の衛生管理

に関する認証の取得を想定して設計する。（農薬等が体に付着した際に必要なシャワー室等も含

む。） 

・ 既存の駐輪場やその他の施設（受水槽やゴミ集積場，キュービクル，外灯等）は開校後に解体す

ることを踏まえて，校舎等と一体的に設計する。 

・ 設計に当たり，既存の駐車場の敷地を活用する場合は，同規模の駐車場を校舎等と一体的に設計

する。 

・ プール西側については，木々を伐採し整地の上，活用しても差し支えない。 

 

（６）周辺住家への粉塵の飛散，騒音等による生活環境悪化を避けるような配置・工事計画とする。 

（７）障害を持つ生徒・教員及び来校者等をはじめ，すべての利用者に配慮してユニバーサルデザイン化

を進め，誰でも校舎内の移動が容易となる視点を取り入れて整備する。 

（８）自然エネルギーの活用については，その有効性・経済性を判断した上で導入を検討する。 

 

５ 整備する教室等 

（１）校舎 別表１のとおり 

（２）農業系実習棟及び家庭系実習棟 別表２のとおり 

 

６ 防犯上の配慮 

  平時，教員や生徒が使用する入口と外部から来訪者が使用する入口の分離，受付窓口の明確化などに

よって動線を区別し，外部からの来訪者に対する視認性を確保し，監視機能を強化する。 

 

７ 工事中の安全配慮 

（１）工事に当たっては，安全のために極力，生徒の動線と工事関係者の交差は避ける計画とする。 

（２）工事期間中のグラウンド等の利用に当たっては，生徒用の通路を設けて安全を確保する。 

（３）工事車両は校地南東側の市道の使用を想定する。 

（４）工事の騒音・粉塵の影響は，防砂ネット，散水による防塵対策等において最小限になるように配慮

するが，学校のテスト等の際には大型車両の通行・騒音等の影響が大きい場合は該当工事を休止する

ことがある。 

（５）工事現場事務所等は，学校との調整により工事現場内に設けることができる。 

 



新校舎・実習棟の建設に係るゾーニングイメージ 図１

農業系実習棟・畑・ハウス等エリア

プール・テニスコート解体

本校舎・家庭系実習棟エリア

既存校舎等は
令和9年度以降に解体

野球グラウンド

グラウンド





（別表１）

校舎棟に整備する教室等

室 1室面積 総面積

管理諸室校長室 1 36.000 36.000

応接室 1 36.000 36.000 校長室に隣接

職員室 1 216.000 216.000

事務室 1 72.000 72.000

技師室 1 36.000 36.000

印刷室 1 36.000 36.000

大会議室 1 144.000 144.000

小会議室 1 72.000 72.000

放送室 1 18.000 18.000

生徒会室 1 36.000 36.000

進路指導室 1 72.000 72.000 資料室含む（又は36㎡×2）

生徒指導室 2 18.000 36.000

生徒相談室 2 18.000 36.000

カウンセリング室 1 36.000 36.000

保健（指導）室 1 72.000 72.000 資料庫含む

図書室 1 144.000 144.000

司書室 1 36.000 36.000

書庫 1 36.000 36.000 統合前の本を保管等

職員更衣室 2 36.000 72.000 男女各1室

農業クラブ室 1 36.000 36.000

同窓会資料室 1 36.000 36.000 既存校の資料等を保管・展示

飲食スペース・売店 1 108.000 108.000

備蓄倉庫 1 18.000 18.000 災害対応

家庭クラブ室 1 36.000 36.000

小計 27 1,476.000

普通教室普通教室 12 72.000 864.000

選択教室 6 72.000 432.000 3学科×2（類型）

大講義室 1 198.000 198.000 3学科連携学習に使用（※）

大講義室準備室 1 36.000 36.000

小計 20 1,530.000

特別教室理科（実験）室 2 126.000 252.000 物理化学・生物地学

理科（実験）準備室 1 36.000 36.000 隣接共用・薬品庫兼を想定

音楽室（ピアノ室） 1 156.000 156.000 音楽室に加え，ピアノ室を設置（5室程度30㎡程）

音楽準備室 1 36.000 36.000 楽器庫含む

被服（実習）室 1 126.000 126.000

被服（実習）準備室 1 18.000 18.000 保育室との隣接共用も検討

調理（実習）室 1 126.000 126.000

調理（実習）準備室 1 36.000 36.000

保育実習室 1 126.000 126.000

保育実習準備室 1 36.000 36.000 被服室との隣接共用も検討

コンピュータ室 1 126.000 126.000

サーバ室（マシンルーム） 1 36.000 36.000 一部準備室

情報処理（実習）室 2 126.000 252.000

総合（OA)実践室 1 126.000 126.000

商業科準備室 1 36.000 36.000

小計 17 1,524.000

2,660.000 教材室（36㎡程度）や倉庫等を設置

7,190.000

共用部分（37％）

※新設校は，学校全体で学科間連携，地域連携を図ることとしているため，大講義室については，
１学年全員（１６０人）を収容でき，研究発表等のプレゼンテーションや外部講師を招聘した講義に
も対応できるものとする。

校舎棟　合計

備考分類 部屋名



（別表２）

実習棟に整備する教室等
（家庭系実習棟）

室 1室面積 総面積

家庭科準備室 1 18.00 18.000

職員更衣室 2 18.00 36.000 男女各1室

生徒更衣室 2 36.00 72.000 男女各1室

講義室 1 72.00 72.000

総合調理実習室 1 126.00 126.000 高校生カフェ等（下ごしらえ等）

総合調理実習準備室 1 36.00 36.000 高校生カフェ等

食堂（飲食スペース） 1 144.00 144.000 高校生カフェ等

厨房 1 72.00 72.000 高校生カフェ等（調理仕上げ等）

マーケティング実習室（兼物販所） 1 144.00 144.000

小計 11 720.000

共用部分（３７％） 422.000

家庭系実習棟　合計 1,142.000

（農業系実習棟）

室 1室面積 総面積

農業（基礎）実習室 1 126.00 126.000

農業準備室・農場管理室 1 36.00 36.000

職員更衣室 2 18.00 36.000 男女各1室

生徒更衣室 2 36.00 72.000 男女各1室

農業実習室 2 72.00 144.000

資材室（倉庫） 1 216.00 216.000 既存校の一部資材等を集約

食品加工室 1 360.00 360.000
食品加工室内に手洗い・エアシャワー・包
装室・醸造室・ボイラー室・麹製造室・麹
室・貯蔵室・準備室等を設置

農機具室 1 288.00 288.000 既存校の一部資機材等を集約

作物収納室 1 72.00 72.000

小計 10 1,350.000

共用部分（３７％） 793.000

農業系実習棟　合計 2,143.000

部屋名 備考

備考部屋名
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１ 沿革 

昭和 6. 3.31 

        4.10 

6. 1 

9.23 

  10. 8. 1 

 

  15. 3. 2 

  16. 4. 8 

  17. 2. 8 

  18. 3.31 

  22. 3.31 

23. 1.31 

        4. 1 

7. 1 

24. 4. 1 

 

25. 5. 1 

6. 1 

9.14 

26. 9.14 

30.10.22 

33. 7.31 

9. 7 

35. 3. 1 

        5.17 

6. 7 

36. 2. 3 

38. 3. 1 

40. 4.30 

41. 4.30 

42.12. 8 

3.29 

  44. 4. 1 

4.30 

46. 4.18 

宮城県遠田郡南郷村立国民高等学校設立認可 

大柳「野田倶楽部」を仮校舎として開校 

宮城県遠田郡南郷村高等国民学校と改称 

本校舎竣工(野田真一氏の寄附による)仮校舎より移転 

青年学校令により公立青年学校宮城県遠田郡南郷村高等国民学校と改称 

修業年限 2ヶ年，定員 100 名 

実業学校令及び農業学校規定第 18 条により宮城県南郷農学校(乙種)設立認可 

南郷農学校「校歌」制定 

大講堂(野田記念館)落成式 

甲種農学校に昇格 修業年限 3ヶ年，定員 150 名 

宮城県に移管 農業科に農芸化学科を増設 修業年限 3ヶ年，定員 240 名 

農芸化学科を農産製造科と改称 

学制改革により宮城県南郷農業高等学校と改称 

定時制課程，男子普通科設置 定員 160 名 

通常課程，女子普通科設置 定員 150名 

定時制課程，女子被服科設置 定員 120 名 

定時制課程鹿島台分校設置 定員男子普通科 160 名，女子被服科 160名  

学則改正(本校通常課程女子普通科を家政科と改称) 

全日本学校植林コンクール萱等賞 

全日本学校植林コンクール第一位 

「緑化の句碑」建立除幕式 

旧体育館(710m2)竣工 

「校旗」（新意匠）同窓会より寄贈 

通常課程家政科１学級増募 定員 300名，定時制課程(中心校)募集中止 

鹿島台分校新校舎落成式(校舎 983m2.校地面積 14,850m2) 

大講堂を「野田記念館」と改称し図書館開設 

農産製造科を食品化学科と改称 

食品化学科１学級増募(女子) 

食品化学科実験室(367.5m2)竣工落成 

食品化学科実験室(355.7m2)増築落成 

農場実習生徒宿直室(鳴瀬寮)(142m2)落成 

農業科 1 学級増募 定員 240名 

鹿島台分校，宮城県鹿島台商業高等学校として独立 

作物・畜産実験室，生徒作業準備室(360.9m2)落成 

全日本学校造林コンクール特選 
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47. 4. 1 

  48. 4. 1 

49. 3.10 

3.28 

51. 7.27 

53. 6.12 

54. 2. 1 

3.11 

55. 5.24 

9.30 

12.24 

    57. 3.15 

4.10 

10.30 

58. 3.30 

61. 4. 1 

 

 

62. 2. 6 

2.20 

4. 1 

11.30 

63. 2.12 

平成 2. 2.28 

3.31 

8.2～3 

3.10.22 

10.25 

5. l.14 

2.26 

7. 3.20 

4. 1 

9．7.11 

10. 3.18 

3.31 

      8.29 

11. 3.17 

永久校舎建築期成会設立 

農業科女子募集 

柔剣道場(306m2)落成 

温室(150m2)ボイラ一室落成 

プール(25m，7 コース)落成 

宮城県沖地震により教室・合宿舎等半壊 

永久校舎建築起工式 

学校林三平山・岩渕山閉林 

永久校舎建築落成 

合宿舎落成 

農業科１学級減 

新体育館落成 

創立 50 周年並びに総合落成記念式典 

運動部部室(2棟)完成 

運動場総合整備完了(陸上・野球・ソフト各グランド，バックネット共) 

宮城県南郷高等学校と改称し，農業科を「産業技術科」，家政科を「生活科学

科」に学科改編 生活科学科１学級編成 

校名変更により，学校名標札除幕式 

工業実習室竣工(308m2) 

生物工学実験実習室設置，看護実習室設置，商業実践室設置 

制服変更 

食品化学実験棟改修 

情報処理室設置 

全日本学校緑化コンクール特選 

陸上競技場整備(公認取得可) 

インターハイ会場(女子バレーボール予選) 

「礼譲和協」校訓石碑建立除幕式 

創立 60 周年記念式典 

食品化学科実験棟床改修 

全日本学校緑化コンクール準特選 

国道，鳴瀬川堤防境界フェンス設置 

機械警備開始 

平成 9年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰 

旧体育館(809.5m2)解体，整地 

学校林八色山閉林 

「緑化活動顕彰碑」建立除幕式 

校門・門扉改修 
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4. 1 

 

12.10.16 

13.10.15 

11. 6 

14.10.28 

15. 7.26 

10.26 

16. 1.16 

4. 1 

 

10.25 

17.10.22 

18. 3.31 

10. 6 

19. 4. 1 

10. 7 

20. 9.24 

9.28 

21.10. 5 

22. 4. 1 

10. 2 

23. 3.11 

4.28 

10. 8 

11.11 

24. 2.18 

7. 4 

10. 6 

25. 8. 7 

26. 3.20 

6.10 

27. 4.22 

 6.12 

 8.26 

 

28. 4. 7 

食品化学科 1学級減(募集定員:食品化学科 40名，産業技術科 40 名，生活科学科

40名，合計 120 名) 生活科学科男女募集開始 

第 55回国民体育大会(富山)秋季大会銃剣道競技少年男子の部優勝 

第 56回国民体育大会(宮城)秋季大会銃剣道競技少年男子の部準優勝 

創立 70 周年記念式典 

第 57回国民体育大会(高知)秋季大会銃剣道競技少年男子の部第 3 位 

宮城県北部連続地震 

第 58回国民体育大会(静岡)秋季大会銃剣道競技少年男子の部第 3 位 

食品化学実習棟震災復旧工事完了 

学級再編により食品化学科，生活科学科募集停止，１学級減 普通科１学級募集

開始(募集定員:普通科 40 名，産業技術科 40名，合計 80名) 

第 59回国民体育大会(埼玉)秋季大会銃剣道競技少年男子の部準優勝  

第 60回国民体育大会(岡山)秋季大会銃剣道競技少年男子の部出場 

食品化学科並びに生活科学科閉科 

第 61回国民体育大会(兵庫)秋季大会銃剣道競技少年男子の部出場 

制服変更 

第 62回国民体育大会(秋田)秋季大会銃剣道競技少年男子の部第 5 位 

野田記念館解体撤去 

第 63回国民体育大会(大分)銃剣道競技少年男子の部出場 

第 64回国民体育大会(新潟)銃剣道競技少年男子の部第 7位 

みやぎマナーアップ運動推進校の指定校 

第 65回国民体育大会(千葉)銃剣道競技少年男子の部第 8位 

東日本大震災により教室・実習室等被災 

被災地支援ボランティア実施 

第 66回国民体育大会(山口)銃剣道競技会少年男子の部準優勝 

創立 80 周年記念式典 

第 11回全日本短剣道大会団体高校生の部優勝 

被災地支援ボランティア実施 

第 67回国民体育大会（岐阜）銃剣道競技少年男子の部出場 

農業クラブ県連家畜審査技術競技会肉用牛の部団体最優秀賞 

情報処理室設備更新 

フラワーサービスプロジェクト開始 

タブレット型端末を活用したＩＣＴ教育開始 

魅力ある県立高校づくり支援事業の指定校 

農業クラブ東北連盟大会  プロジェクト発表会・意見発表会・クラブ活動紹介の 

３部門出場 

魅力ある県立高校づくり支援事業の指定校 
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２ 校訓・校章の由来 
（１）校訓 

 礼譲和協  
 

 

礼：高い規範意識を持ち礼儀作法を重んじ，敬意を持って接する人となる。 

譲：相手の立場に立って物事を考え行動する人となる。 

和：友情を育み，健全な人間関係を築く人となる。 

協：仲間を助け支え合うことで，自らを高めていく人となる。 

 

（２）校章の由来                                     

台は，早春霜をしのいで他の植物に先がけて開花する菜の花の花弁を置き，その四隅に 「籾」

を配し，米産地南郷の地にちなんで全体として米をかたどっている。                           

稲は生命の根であり，「米」はヨネと読んで世の根である。 

個人の生命を尊重し，世界の平和浄化に，文化と産業の振興に奉仕できる善良有為の人物と

なることを意味する。春に先がけて咲く菜の花は，若さと創造の象徴となっている。 

 

 〈校旗〉                                        〈校章〉 

               

 

 8.25 

 

 9.21 

29. 4.27 

8.24 

10. 7 

30. 8. 7 

 8.23 

 8.26 

 9.22 

令和 1. 8.23 

    8.25 

令和 2. 6.27 

農業クラブ東北連盟大会  プロジェクト発表会・家畜審査技術競技会乳用牛の部

の２部門出場 

農業クラブ県連家畜審査技術競技会乳用牛の部団体・個人最優秀賞 

魅力ある県立高校づくり支援事業の指定校 

農業クラブ東北連盟大会 クラブ活動紹介発表の部出場 

第 72回国民体育大会（愛媛）銃剣道競技少年男子の部第 3 位 

農業クラブ県連家畜審査競技会肉用牛の部団体最優秀賞 

農業クラブ東北連盟大会 クラブ活動紹介発表の部優秀賞 

第 45回東北総合体育大会銃剣道競技少年の部宮城県代表第 1位 

全国都道府県対抗銃剣道大会少年の部宮城県代表第 3位 

農業クラブ東北連盟大会 クラブ活動紹介発表の部優秀賞 

第 46回東北総合体育大会銃剣道競技少年の部宮城県代表第 3位 

世界農業遺産支援プロジェクト  
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３ 歴代校長 

   

代 氏　　名 就任年月日 退任年月日 勤続年数
事務取扱 斎 藤 永 治 昭和 6. 3.31 昭和 6. 7.18      ４ヵ月
初 代 松 川 五 郎 昭和 6. 7.18 昭和10. 4.30  ３年10ヵ月
第 ２ 代 前 田 勝 美 昭和10. 4.30 昭和14. 3.31  ３年11ヵ月
事務取扱 早川 今朝治 昭和14. 4. 1 昭和14. 5.13      ２ヵ月
第 ３ 代 鈴 木 長 治 昭和14. 5.14 昭和18. 5. 4  ４年０ヵ月
第 ４ 代 山 田 金 弥 昭和18. 5. 5 昭和21. 3.31  ２年11ヵ月
第 ５ 代 大 町 芳 雄 昭和21. 4. 1 昭和32. 3.31  11年０ヵ月
第 ６ 代 渡 辺    謙 昭和32. 4. 1 昭和34. 3.31  ２年０ヵ月
第 ７ 代 氏 家 文 雄 昭和34. 4. 1 昭和38. 9.30  ４年６ヵ月
第 ８ 代 阿 部 七 郎 昭和38.10. 1 昭和42. 3.31  ３年６ヵ月
第 ９ 代 半 沢 青 一 昭和42. 4. 1 昭和47. 3.31  ５年０ヵ月
第 10 代 狩 野 賢 二 昭和47. 4. 1 昭和50. 3.31  ３年０ヵ月
第 11 代 相 原 健 助 昭和50. 4. 1 昭和52. 3.31  ２年０ヵ月
第 12 代 舟 田 捨 夫 昭和52. 4. 1 昭和58. 3.31  ６年０ヵ月
第 13 代 山 口 正 彦 昭和58. 4. 1 昭和61. 3.31  ３年０ヵ月
第 14 代 加 藤 哲 哉 昭和61. 4. 1 昭和63. 3.31  ２年０ヵ月
第 15 代 竹 内 一 誠 昭和63. 4. 1 平成 3. 3.31  ３年０ヵ月
第 16 代 菊 地    進 平成 3. 4. 1 平成 5. 3.31  ２年０ヵ月
第 17 代 千 葉 哲 男 平成 5. 4. 1 平成 8. 3.31  ３年０ヵ月
第 18 代 本 田 繁 夫 平成 8. 4. 1 平成10. 3.31  ２年０ヵ月
第 19 代 横山 千代彦 平成10. 4. 1 平成13. 3.31  ３年０ヵ月
第 20 代 齋 藤    努 平成13. 4. 1 平成16. 3.31  ３年０ヵ月
第 21 代 佐 藤 文 人 平成16. 4. 1 平成19. 3.31  ３年０ヵ月
第 22 代 渡 辺 周 也 平成19. 4. 1 平成22. 3.31  ３年０ヵ月
第 23 代 千 田 孝 彦 平成22. 4. 1 平成24. 3.31  ２年０ヵ月
第 24 代 髙 橋 敏 昭 平成24. 4. 1 平成26. 3.31  ２年０ヵ月
第 25 代 遠 藤 吉 夫 平成26. 4. 1 平成28. 3.31  ２年０ヵ月
第 26 代 茂 木 好 光 平成28. 4. 1 平成30. 3.31  ２年０ヵ月
第 27 代 佐 藤 善 則 平成30. 4. 1 令和 2. 3.31  ２年０ヵ月
第 28 代 匹 田 哲 弥 令和 2. 4. 1  

４ 学校経営方針 

（１）学校教育目標 

教育基本法及び宮城県教育基本方針に基づき，「礼譲和協」の校訓にふさわしく，地域社会の

発展に貢献できる人材を育成する。 

（２）学校重点目標 

①  個に応じたキャリア教育の実践と希望進路実現 

②  魅力ある授業の推進による基礎学力の定着・向上 

 



- 6 - 

 

③  多様な行事と活動を通じて，豊かな人間性の育成 

④  地域に根ざし，開かれた学校づくりと生徒数の安定確保 

（３）経営方針 

学校教育目標及び重点目標を達成するために，以下の方針で令和３年度の学校運営を行うこと

とする。 

①  志教育を推進する学校づくり 

②  特色と魅力ある学校づくり 

③  いのちと個性を大切にする学校づくり 

④  地域とつながる学校づくり 

（４）教育方針 

①  生涯にわたり自ら学ぶ意欲・関心の喚起，またその態度の育成のための，基礎基本を重視し

た学習指導を行う。 

②  個性の伸長と心豊かな人間性の涵養のためのきめ細かな生活指導を行う。 

③  地域社会に貢献できる基礎的専門知識・技能を持った人材を育成する。 

（５）学科目標 

①  普通科 

生徒一人一人の能力や適性に応じ，基礎的・基本的な知識を習得させ，社会人として必要な

能力と態度を育てる。 

②  産業技術科 

産業社会の農業・工業・商業等に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，これらの

業務に従事する職業人として必要な能力と態度を育てる。 

５  学年努力目標 

（１）１学年 

〔基本方針〕 

①  高校生としての自覚を持ち，本校における諸活動を通して社会性を身に付けさせる。 

②  生徒一人一人の能力や適性に応じた目標を意識させ，意欲的に高校生活を送らせる。 

③  伝統を意識し，礼譲和協を日常生活において実践・行動できるようにする。 

〔努力目標〕 

①  基本的生活習慣を確立させる。 

②  学習習慣の確立と基礎学力の向上を図る。 

③ 志教育の観点から，将来を見据えて日々の自己実現に努める。 

（２）２学年 

〔基本方針〕 

①  南郷高校の中堅学年としての自覚を持ち，本校における諸活動を通して仲間と協力し合うこ 

とで，社会性を身に付けさせる。 

②  生徒一人一人の能力や適性に応じた目標を設定して高校生活を送らせる。 

③  校訓である礼譲和協を日常生活において実践・行動できるようにする。 
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〔努力目標〕 

①  基本的生活習慣を確立させる。 

②  学習習慣を確立させ基礎学力の向上を図る。  

③ 志教育の観点から将来を見据えて日々自己実現に努めさせる。 

（３）３学年 

〔基本方針〕 

①  基本的生活習慣を重視し，本校での諸活動を通して社会性を身に付けさせる。 

② 自らの将来を見据えた目標を設定し，進路目標を達成させる。 

③  最上級生としての自覚を持ち，諸活動に主体的に取り組み，意欲的な学校生活を送らせる。 

〔努力目標〕 

①  社会人としてふさわしい生活習慣の確立と良識ある態度の実践。 

②  将来の目標達成に向けた学習習慣の確立と基礎学力の向上。 

③  志教育の観点から将来を考え，諸活動を通した進路意識の向上と進路実現。 

６  各部努力目標 

（１）総務部 

〔基本方針〕 

①  各分掌・各学年と連携し，校務の円滑な運営調整を図り，効率的な運営に努める。 

②  ＰＴＡ・同窓会との連携を図り，円滑な運営体制を確立する。 

③  学校通信や中学生一日体験入学等により学校ＰＲ活動を推進する。 

〔努力目標〕 

①  校務の円滑な運営調整を図る。 

②  各分掌・各学年と連携し，集会等で効率的な運営を図る。 

③  校内諸記録の整理と保管に努める。 

④  ＰＴＡ・同窓会との連携を図り，円滑な運営体制を確立する。 

⑤  地域に根ざした学校づくりを目指し，広報活動に努める。 

⑥ 図書関係の充実。 

（２）教務部 

〔基本方針〕 

①  創立以来の伝統を踏まえ，高い志を持った教育活動を行う。 

② 生徒の実態を的確に把握し，学習意欲及び基礎学力の向上に努める。 

③ 教育課程，評価規定の研究に努める。 

④ 情報セキュリティの周知徹底 

⑤ ＩＣＴ機器の適切な活用と保守管理 

⑥ 支援システム運用の技術的支援 
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〔努力目標〕 

①  基礎学力の向上                ② 家庭学習の充実 

③  成績不振生徒に対する効果的な指導       ④  生徒の学力調査と分析 

⑤  校内研修の充実                ⑥  教育環境の整備 

（３）生徒指導部 

  〔基本方針〕 

①  諸活動において積極的に生徒と関わりを持ち，ほめる指導を実践していく。 

②  一人一人の生徒に目的意識を持たせ，活力のある生活をさせる。 

③  道徳教育を実践し，思いやりの心を養うとともに規律のある学校生活を送らせる。 

④  事故対応的な観点ではなく，予防的指導を組織的に行う。 

⑤  あきらめない指導・毅然とした指導・愛情のある指導を組織的に行う。 

⑥  他機関や地域社会との連携を積極的に行う。 

  〔努力目標〕 

① 基本的生活習慣の確立                  ② 道徳教育の実践 

③ 交通安全指導の徹底          ④ 諸活動への積極的参加の推進 

⑤ 生徒会や委員会活動の充実       ⑥ 諸手続きの徹底 

（４）進路指導部 

〔基本方針〕 

①  志教育を推進し，確かな勤労観・職業観を身に付けさせ，自立した社会人になるために支援 

していく。 

②  個人の適性に応じた幅広い進路選択ができるように努める。 

③  進路を決定できる能力と基礎学力向上に取り組み，進路達成の実現を目指す。 

〔努力目標〕 

①  学年に応じた進路学習の充実 

②  進路情報の収集と活用  

ア 進路情報の収集  イ 生徒・保護者への進路情報の提供 

ウ 進路資料室・相談室の利用 

（５）保健厚生部 

〔基本方針〕 

①  学校行事や健診等を通じて，健康で豊かな生活を送ることの重要性について認識させる。 

②  美化活動等を通じて心の教育に努める。 

③  教育上特別な支援を必要とする生徒に対して，支援体制の充実を図る。 

〔努力目標〕 

① 学習環境の整備           ② 清掃の徹底 

③  公共物の愛護精神          ④ 生徒の健康観育成 

⑤ 相談活動の推進                  ⑥ 情報の収集と資料の活用 

⑦  保健委員会活動                     ⑧ 感染症と熱中症予防 
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（６）農場部 

〔基本方針〕 

①  安全・安心面に配慮した農場運営に努める。 

②  地域活性化に導くアンテナショップ的な農場運営の推進に努める。 

③  地域に開かれた学校農場を目指し，魅力ある農業教育を推進する。 

〔努力目標〕 

①  安全・安心な学習環境の整備    

②  地域に根ざした農場運営 

③  産・学・官との連携重視                   

（７）事務部 

〔基本方針〕 

①  安全な施設設備の維持管理をめざす。 

②  適正な会計事務の執行をめざす。 

③  魅力ある学校づくりに寄与するための適正な予算措置を行う。 

〔努力目標〕 

①  施設設備の適切な維持管理 

②  正確な会計事務処理の実践 

③  予算配当の適正化 

７ 防災規定 

（１）基本方針 

学校生活全体を通して，総合的見地から平素における安全の点検・管理に務めるとともに，過

去の大規模な自然災害，特に大地震の教訓を生かし，生徒の安全確保を図るため，日常的な防災

活動や害発生時における基本的な対応を示す。また，訓練の実施によって災害の予防，人的・物

的損耗の絶無を期する。 

（２）重点努力目標 

① 防災思想の普及と高揚 

② 日常における施設・設備の防災点検・整備の充実 

③ 防災組織の確立と安全確保 

（３）日常的な学校の防災活動 

日常の安全教育及び安全管理を推進し，また，災害が発生した場合においても速やかに生徒等の 

安全確保を図るため，次の事項を定める。             
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学校防災委員会の設置  ○適切な安全指導及び施設・設備の管理を行う。 

  ○学校の防災体制の推進に必要な計画を検討・策定し，実施する。 

  

  組織体制   

委員長 

（教頭） 

副委員長 

（事務長） 
（防災主任） 

 防災対策（災害対応マニュアル，学校災害対策本部組織等の整備，資料・
情報収集，記録など） 

施設・設備点検検査（施設・設備の点検など） 

  防災教育（防災教育・避難訓練，研修の企画など） 

 救急・救護（応急手当，防災用具の取り扱いの指導など） 

  

 〔業務等〕   

１ 災害対応マニュアル作成  ○災害の状況別の具体的対応策 

  
 ○生徒の安否確認，保護者への引渡し計画 

 ○関係機関への連絡体制の整備       など 

  

  
避難所開設・運営の支援マ

ニュアル作成 

 ○学校としての支援体制及びＰＴＡや地域関係団体との分担を整備する。
特に，生徒の安全確保，速やかな学校再開に向けた分担を優先した体制
の構築。（ＰＴＡ，町内会，地元自主防災組織等） 

      

２ 学校施設・設備等の点検整備  
○石油倉庫や薬品保管庫等の危険物保管所はじめ校内及び校地内の施設・

設備全般について点検を実施(定期・臨時・日常の点検)｡ 

  
 ○消防法に基づく点検・整備 

 ○学校保健安全法施行規則第 28 条(安全点検)に基づく点検・整備 

  

３ 防災上必要な用品等の点検・整

備 

 ○保管場所の把握  ○重要書類等の適切な保管 
校長印，学校沿革史，卒業証書台帳，指導要録，人事関係書類 

     

４ 避難経路・避難場所の想定及び

確認 

 ○災害状況別（在校時，登下校時等）に具体的な避難方法を想定し，事前
に確認。 

   ○生徒，教職員の共通認識 

  

５ 防災教育の実施  ○｢自分の生命は自分で守る｣ということを基本に必要な知識・技能・態度
の習得に主眼をおいて，教科等の時間も含めた指導。 

  

 ○多様な状況を想定した避難訓練の実施 ○生徒への防災教育の実施 

 ○家庭，地域とともに考える防災教育の実施  ○防災研修の実施 

 ○｢心のケア｣の視点に立つ研修 

  

６ 情報・連絡体制の整備  ○学校内における情報の管理・連絡体制や災害時に連絡すべき機関のリス
トアップなど情報連絡体制の整備。 

  
 ○PTAと災害時の協力体制，緊急連絡方法の協議 ○一元的な情報の管理 

 ○近隣校，地域団体との連携 ○円滑かつ的確な情報の伝達 

  

７ 家庭・PTA・地域との連携  ○各種の機会を通じて，学校防災計画の内容や学校の対応，在校時災害に
おける学校への連絡方法の周知や在校時外の報告にかかる協力を要請。 
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○学校災害対策本部の組織図 

 災害の規模・被害状況等を踏まえ，原則として校長室・職員室に学校災害対策本部を設置し，学校

として組織的な災害対応にあたる。防災計画で定める自衛消防組織との整合性を踏まえ，学校の実情

に応じた組織を編成し，周知徹底を図る。 

 

 

災害対策本部 

本部長（校長），副本部長（教頭・事務室長・防災主任） 

事務次長・各部部長・各学年主任 

 

○本部長：対策本部の総括，意思決定 

○副本部長 

  ：本部長の指示による連絡・報告等 

  ：各班の連絡・調整等 

避
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開
設
・
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支
援
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・
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各
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部
長
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主
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点
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・
事
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搬
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事
務 

避
難
誘
導 

班 
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者
の
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・
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に
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の
救
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・
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等
の
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状
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把
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・
安
全
確
認 

・
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・
探
索
（
避
難
誘
導
後
の
残
留
者
探
索
） 

・
重
要
書
類
等
の
非
常
搬
出
，
保
管
監
視 

・
警
備 

 

・
各
室
搬
出
割
当
表
作
成 

・
避
難
誘
導
，
生
徒
の
安
全
確
保 

・
保
護
者
と
の
連
携
引
き
渡
し 

・
生
徒
の
帰
宅
を
確
認 

・
被
害
情
報
の
収
集 

・
警
察
，
消
防
機
関
等
へ
の
通
報 

・
マ
ス
コ
ミ
，
親
類
等
，
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へ
の
対
応
（
本
部
） 
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令和３年度 自衛消防隊 編成 

 

１ 避難を第一義とし，生徒・職員の生命の安全を確認する。 

２ 状況に応じて（隊長の判断），搬出・消火の活動を行う。 

※ 各教室及び施設毎に物品管理・火気取締者（別紙２）を置く。 

 

 
本部 

 隊長（ 校長 ）  副隊長（ 教頭 事務室長 防災主任 ） 

 事務次長 各部部長 各学年主任  

 

 
 

※災害時は同時間帯での業務遂行ではないので他の業務との協力連携に努めること 

※各班業務内容はマニュアルを参照のこと 

 

 総務班  総務部長〔小室〕,事務部〔堀内〕  

 

 

  
総務・事務 

 

  総務（部長）〔小室〕，（学校司書）〔三條〕 
 

  事務（次長）〔山谷〕，（主事等）〔伊藤〕 
 

 

 避難誘導班  生徒部長〔宮本〕,生徒部副部長〔菅原〕,生徒部  
  

生徒部・学年 

 

 

  １学年主任〔佐藤隆〕担任〔鈴木愛･大久保〕副担任〔三浦･昆野〕 
 

  ２学年主任〔石川〕担任〔摺澤･佐々木〕副担任〔平山･依田〕 
 

  ３学年主任〔佐藤栄〕担任〔鈴木将･菊地〕副担任〔菅原･磯部〕 
 

 

 搬出・警備班  進路部長〔磯部〕,進路副部長〔佐藤隆〕(*書類等の非常搬出･保管)  
  

進路・事務  

 

 

 

 

 校長室(進路) 〔磯部〕  
 
 事務室(事務) 〔堀内〕 

※非常搬出リスト作成のこと 

※人員割当協力のこと 

 
 職員室(教務) 〔熱海〕 
 
 図書室(総務) 〔小室〕 
 
 各 室(関係部長・教科主任が担当) 
 

 

 消火・ 

設備点検班 

 
教務部長〔熱海〕,教務副部長〔摺澤〕（※割当作成） 

 

  

教務・事務   南校舎〔鈴木将〕 
 
 北校舎〔佐々木〕 
 
 遊 軍〔市川〕 
 
 事 務〔山谷次長〕〔伊藤主事等〕 
 

 

 救護班  保厚部長〔三浦〕・養護教諭〔内海〕  

 

 

  
保健厚生  

 避難所開設・ 

運営支援班 

 教頭・各部長・各部 

※避難所開設支援マニュアル参照 
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８ 志教育全体計画 

 

　「礼譲和協」の校訓にふさわしく，地域社会の発展に

　貢献しうる人材を育成する。

 

   　　１　志教育を推進する学校づくり

　　　２　特色と魅力ある学校づくり

　　　３　いのちを大切にする学校づくり

　　　４　地域とつながる学校づくり

生徒の実態，教師の願い 保護者や地域の願い

　全体の約７割の生徒が就職を希望

している。志教育の観点から計画

的・継続的な取り組みを行い，社会

人として自立してほしい。

　地域産業の担い手として活躍して欲

しい。

　明るく素直で，思いやりの心をもっ

た社会人になってほしい。

「志教育」の目標

令和3年度　志教育全体計画 
宮城県南郷高等学校

校　　訓

礼譲和協

本校の教育目標

1　志教育を推進し，確かな勤労観・職業観を身に付け

   させ，社会人として自立させる。

２　適切な進路情報を提供することにより，個人の適性

　に応じた進路選択の実現を目指す。

３　進路決定できる能力と基礎学力の向上に取り組み，

   進路達成の実現を目指す。

重点指導事項

人と「かかわる」 よりよい生き方を「もとめる」 社会での役割を「はたす」

各教育活動における取組の観点 各学年の取組内容

各

教

科

　生徒一人ひとりの能力や適性に応じ，基礎的・専門的な

知識を習得させ，社会人として，必要な能力と態度を育て

る。また，農業・工業・商業に関する基礎的・基本的な知

識と技術を習得させ，職業人として必要な能力と態度を育

てる。

①進路オリエンテーション

②進路ガイダンスの実施（年２回以上実施）

③基礎学力向上の取り組み（基礎力診断テスト・校内実力テスト等）

④校内・校外美化活動（フラワーサービスプロジェクトを含む）

⑤ＬＨＲの取り組み（進路ノート・上級学校・職業調べ等）

⑥石巻地区被災地理解・復興支援

⑦地域交流事業（郷ＪＡ職員による郷土料理や農産物を使ったものづくり講座）

１

学

年

家庭との連携 地域･企業との協働（近隣の小中学校を含む）

　ＰＴＡ活動・授業公開・学校だより等の配布・学校HPの

公開・メール配信システムの活用などを通じて情報交換を

図り，社会に貢献できる人材の育成に努める。

　インターンシップや農業実習，大崎耕土世界遺産プロジェク

ト，フラワーサービスプロジェクトやアグリサポートプロジェ

クト，地域ボランティア活動などの体験的な活動を通して，望
ましい職業観・勤労観及び奉仕の精神の育成を図る。

２

学

年

①インターンシップの実施

②進路ガイダンスの実施（年２回以上実施）

③基礎学力向上の取り組み（基礎力診断テスト・校内実力テスト等）

④校内・校外美化活動（フラワーサービスプロジェクトを含む）

⑤ＬＨＲの取り組み（具体的進路希望ごとの情報収集と対策）

⑥地域交流事業（生活習慣病予防のための食を学ぶなど）

総

合

的

な

学

習

の

時

間

　上級学校や希望企業調べ，また時事問題などについて自

ら課題を設定し，主体的に判断し，よりよく問題を解決す

る能力を育成するとともに，将来の職業について考えさせ

る。

特

別

活

動

　生徒会活動や学校行事等に積極的に参加させ，望ましい

人間関係を形成し，集団の一員として協力して諸問題を解

決しようとする自主的・実践的な態度を育てる。

３

学

年

①進路ガイダンスの開催（年２回以上実施）

②基礎学力向上の取り組み（基礎力診断テスト・校内実力テスト等）

③進路講話等（外部講師を招いて年３回以上実施）

④面接指導・模擬面接・会社見学会などを実施

⑤内定者指導及び未内定者への個別指導

⑥校内・校外美化活動（フラワーサービスプロジェクトを含む）

⑦地域交流事業（世代間交流など）

そ

の

他

　服装・頭髪等の身だしなみを整え，主体的に挨拶ができ

るとともに，環境の美化に努めることができる態度を養

う。また，部活動を通して心身ともに健全な人格の形成を

目指す。

道

徳

・基本的生活習慣を確立し，心身の調和ある生活の実現に

努めさせる。

・高い規範意識と他者を思いやる豊かな心を持つ生徒を育

成する。

・高い公共心を持ち自己の生き方・在り方を考えることが

できる生徒を育成する。

学校・地域・家庭などの様々な人との

かかわりを通して，コミュニケーション

能力を身に付けさせるとともに，他人を
思いやる心を持って集団生活を送れるよ

うにする。

進路ガイダンスやインターンシップ・企

業人講話・職場訪問等を通して，自己の適

性を理解し、将来の進路について考えさせ，
実現に向けて努力させる。

ボランティア活動や地域の行事など

に積極的に参加し，自分の役割を果た

すことによって，社会の一員としての
自覚を持たせる。
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９  教育課程表 

 

  

 

＊必修科目　◎：必ず履修　　○：いずれか必ず履修

学科

入学年度
学年

国語 国語総合 ◎ 5 5 5 5 5 5

国語表現 2 2 2 2 2 2

現代文Ａ 3 3 3 3 3 3

現代文Ｂ 4 4 4 4 4 4

古典Ａ D2 D2 D2 D2 D2 D2

地歴 世界史Ａ ◎ 2 2 2 2 2 2

日本史Ａ ○ 2 2 2 2 2 2

地理Ａ ○ 2 2 2 2 2 2

公民 現代社会 ◎ 2 2 2 2 2 2

政冶・経済 3 3 3 3 3 3

数学 数学Ⅰ ◎ 3 3 3 3 3 3

数学Ⅱ 2 2 4 2 2 4 2 2 4

数学Ａ 2 2 2 2 2 2

数学Ｂ E3 E3 E3 E3 E3 E3

理科 科学と人間生活 ◎ 3 3 3 3 3 3

化学基礎 ○ 3 3 3 3 3 3

生物基礎 ○ 3 3 3 3 3 3

地学基礎 ○ F3 F3 F3 F3 F3 F3

保体 体育 ◎ 3 2 2 7 3 2 2 7 3 2 2 7

保健 ◎ 1 1 2 1 1 2 1 1 2

芸術 音楽Ⅰ ◎ 2 2 2 2 2 2

外国語 コミュニケーション英語基礎 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション英語Ⅰ ◎ 3 3 3 3 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 3 3 3 3 3 3

英語表現Ⅰ 3 3 3 3 3 3

英語表現Ⅱ B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2

家庭 家庭基礎 ◎ 3 3 3 3 3 3

情報 社会と情報 ◎ 2 2 4 2 2 4 2 2 4

28 26・28 18～28 72～84 28 26・28 18～28 72～84 28 26・28 18～28 72～84

農業 食品製造 B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2

課題研究 E3 E3 E3 E3 E3 E3

商業 ビジネス基礎 D2 D2 D2 D2 D2 D2

情報処理 F3 F3 F3 F3 F3 F3

家庭 子どもの発達と保育 E3 E3 E3 E3 E3 E3

生活と福祉 B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2 B2 C2 B2・C2

ファッション造形基礎 D2 D2 D2 D2 D2 D2

フードデザイン F3 F3 F3 F3 F3 F3

0 0・2 0～10 0～12 0 0・2 0～10 0～12 0 0・2 0～10 0～12
特別活動 ホームルーム活動 ◎ 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

◎ 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

30 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90

１　第２学年の選択科目はB群より1科目を選択する。

教科・科目
1学年 2学年

２　第３学年の選択科目はＣ～F群よりそれぞれ１科目を選択する。但し，C群は，２年次のB群と同一科目を選択する。

普通科

3学年

令和２年度入学

1学年 2学年 3学年

３　３年次の選択Ｅ３の「課題研究」を選択できる者は，２年次の選択Ｂ２の「食品製造」を履修した者に限る。

備
考

令和元年度入学

合計

専門科目計

計

普通科目計

特別活動計

計

総合的な探究の時間

必修
科目

令和３年度入学

1学年 2学年 3学年 計
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学科
入学年度

学年
教科・科目

国語 国語総合 ◎ 3 2 5 3 2 5 3 2 5

国語表現 D2 D2 D2 D2 D2 D2

現代文Ａ 2 2 2 2 2 2

地歴 世界史Ａ ◎ 2 2 2 2 2 2

地理Ａ ◎ 2 2 2 2 2 2

公民 現代社会 ◎ 2 2 2 2 2 2

政冶・経済 3 3 3 3 3 3

数学 数学Ⅰ ◎ 3 3 3 3 3 3

数学Ａ 2 2 2 2 2 2

数学活用 D2 D2 D2 D2 D2 D2

理科 科学と人間生活 ◎ 2 2 2 2 2 2

化学基礎 ○ 3 3 3 3 3 3

生物基礎 ○ 3 3 3 3 3 3

地学基礎 ○ H2 H2 H2 H2 H2 H2

保体 体育 ◎ 3 2 2 7 3 2 2 7 3 2 2 7

保健 ◎ 1 1 2 1 1 2 1 1 2

芸術 音楽Ⅰ ◎ 2 2 2 2 2 2

外国語 コミュニケーショ ン英語基礎 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション英語Ⅰ ◎ 2 2 2 2 2 2

英語会話 H2 H2 H2 H2 H2 H2

家庭 家庭基礎 ◎ 2 2 2 2 2 2

20 16 14 50 20 16 14 50 20 16 14 50

農業 農業と環境 ◎ 2 2 2 2 2 2

課題研究 ○ 3 3 3 3 3 3

総合実習 2 2 4 2 2 4 2 2 4

総合実習（時間外） (1) (1) (1) (3) (1) (1) (1) (3) (1) (1) (1) (3)

農業情報処理 ◎ 2 2 2 2 2 2

作物 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3

野菜 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3

草花 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3 C2 F3 C2・F3

農業機械 2 2 2 2 2 2

食品製造 B2 E2 B2・E2 B2 E2 B2・E2 B2 E2 B2・E2

工業 工業技術基礎 2 2 2 2 2 2

機械工作 2 G2 2・G2 2 G2 2・G2 2 G2 2・G2

原動機 2 G2 2・G2 2 G2 2・G2 2 G2 2・G2

機械製図 2 2 2 2 2 2

商業 情報処理 2 2 2 2 2 2

ビジネス情報 B2 E2 B2・E2 B2 E2 B2・E2 B2 E2 B2・E2

8(1) 12(1) 14(1) 34(3) 8(1) 12(1) 14(1) 34(3) 8(1) 12(1) 14(1) 34(3)
特別活動 ホームルーム活動 ◎ 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

◎ 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

30(1) 30(1) 30(1) 90(3) 30(1) 30(1) 30(1) 90(3) 30(1) 30(1) 30(1) 90(3)

１　第２学年の選択科目は，Ｂ群・Ｃ群よりそれぞれ１科目を選択する。

３　「農業情報処理」の履修により普通教科「情報」に関する科目の履修に代替する。

令和元年度入学

2学年 3学年

産業技術科

必修
科目 1学年

令和２年度入学

1学年 2学年 3学年 計

令和３年度入学

1学年 2学年 3学年 計 計

備
考

２　第３学年の選択科目は，Ｄ～Ｈ群よりそれぞれ１科目を選択する。但し，Ｆ群は，２年次のＣ群と同一科目を選択する。
　また，Ｅ群は，２年次のＢ群と同一科目を選択する。

普通科目計

合計

専門科目計

総合的な探究の時間

特別活動計

＊必修科目　◎：必ず履修　　○：いずれか必ず履修



- 16 - 

 

10 使用教科書一覧

普通科 産業技術科

学年 科目名 出版社 教科書名 学年 科目名 出版社 教科書名

国語総合 東書 新編国語総合 国語総合 東書 新編国語総合

地理Ａ 東書 地理Ａ 世界史Ａ 山川 世界の歴史　改訂版

地図 帝国 新詳高等地図 地理Ａ 東書 地理Ａ

世界史Ａ 山川 世界の歴史　改訂版 地図 帝国 新詳高等地図

数学Ⅰ 数研 改訂版　新　高校の数学Ⅰ 数学Ⅰ 数研 改訂版　新　高校の数学Ⅰ

科学と人間生活 実教 科学と人間生活  新訂版 科学と人間生活 実教 科学と人間生活　新訂版

保健体育 大修館 現代高等保健体育改訂版 保健体育 大修館 現代高等保健体育改訂版

コミュニケーション英語基礎 三友 JOYFUL English Communication Basic コミュニケーション英語基礎 三友 JOYFUL English Communication Basic

英語表現Ⅰ 第一 Vivid English Expression Ⅰ NEW EDITION 農業と環境 実教 農業と環境　新訂版

社会と情報 東書 社会と情報 情報処理 実教 情報処理　新訂版

音楽Ⅰ 教出 高校音楽Ⅰ改訂版 Ｍusic View 工業技術基礎 実教 工業技術基礎

現代文Ｂ 三省堂 明解現代文B　改訂版 音楽Ⅰ 教出 高校音楽Ⅰ改訂版 Ｍusic View

現代社会 実教 最新現代社会　新訂版 現代社会 実教 最新現代社会　新訂版

日本史Ａ 実教 高校日本史A　新訂版 数学Ａ 数研 改訂版　新　高校の数学Ａ

数学Ⅱ 実教 高校数学Ⅱ　新訂版 生物基礎 実教 高校生物基礎　新訂版

数学Ａ 数研 改訂版　新　高校の数学Ａ コミュニケーション英語Ⅰ 数研 Revised COMET English Communication Ⅰ

生物基礎 実教 高校生物基礎　新訂版 家庭基礎 教図
高等学校　家庭基礎　グローバル＆サスティナ
ビリティ

コミュニケーション英語Ⅰ 数研 Revised COMET English Communication Ⅰ 原動機 実教 原動機

家庭基礎 教図
高等学校　家庭基礎　グローバル＆サスティナ
ビリティ

機械工作 実教 新機械工作

食品製造 実教 食品製造 農業情報処理 実教 農業情報処理

現代文Ａ 大修館 現代文Ａ　改訂版 野菜 実教 野菜

政治・経済 実教 最新政治・経済 新訂版 草花 実教 草花

国語表現 教出 国語表現　改訂版 作物 実教 作物

古典Ａ 大修館 古典Ａ　物語選　改訂版 食品製造 実教 食品製造

数学Ｂ 数研 改訂版　新　高校の数学Ｂ ビジネス情報 実教 ビジネス情報 新訂版

化学基礎 東書 改訂　新編化学基礎 現代文Ａ 大修館 現代文Ａ 改訂版

コミュニケーション英語Ⅱ 数研 Revised COMET English Communication Ⅱ 政治・経済 実教 最新政治・経済 新訂版

地学基礎 第一 高等学校　改訂　地学基礎 化学基礎 東書 改訂　新編化学基礎

フードデザイン 教図 フードデザインcooking&arrangement 機械製図 実教 製図

ビジネス基礎 実教 ビジネス基礎　新訂版 国語表現 教出 国語表現 改訂版

情報処理 実教 情報処理　新訂版 数学活用 実教 数学活用

地学基礎 第一 高等学校　改訂　地学基礎

英語会話 三省堂 SELECT English Conversation

農業機械 実教 農業機械

2

3

1
1

2

3
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11  年間行事予定

 

1 木 　学年始休業～7 土 火 衣替え，服装頭髪検査 1 木
求人票公開，服装頭髪検査，
農ク東北ﾘﾊｰｻﾙ大会（名取）

日 　夏季休業　～23 水 服装頭髪検査

2 金 着任式 日 水 2 金 月 木 交通講話⑥

3 土 月 憲法記念日 木 歯科講話（1年）⑥ 3 土 火 金

4 日 火 みどりの日 金 高校生向けものづくり企業見学
会（3年）

4 日 水 土

5 月 水 こどもの日 土 5 月 木 日

6 火 木
服装頭髪検査
適性検査（３年）⑤⑥

日 6 火 金 月
就職応募書類発送，第1回ＰＴ
Ａ役員会

7 水 金 教科研究会総会（特編2h） 月

スクールソーシャルワーカー

7 水 みやぎ学力状況調査 土 火

8 木

新任式，始業式，入学式，PTA入会

式，PTA会計監査，同窓会臨時役員

会，服装頭髪検査，大掃除

土 支部総体～9 火 8 木 日 　山の日 水

9 金

LHR等①②，生徒会入会式・対面式

③，部活動紹介④，各種調査・LHR⑤

⑥

日 水 9 金 月 　振替休日 木 バイク実技講習会⑤⑥

10 土 開校記念日 月 木
考査日割発表，進路ガイダン
ス（３年）⑤⑥

10 土 火 金

11 日 火 歯科検診①～③ 金 11 日 公立高校合同説明会 水 土

12 月

進路希望調査①，基礎力診断
テスト②～④，生徒個人写真・
LHR⑤⑥

水 マナーアップ運動，楽天観戦 土 12 月 木 　３年生登校日 日

13 火
1年数英テスト・図書オリエン
テーション，尿検査

木 インターネット安全利用教室⑥ 日 13 火 マナーアップ運動 金 月

スクールソーシャルワーカー

14 水 第１回各種委員会，尿検査 金

スクールソーシャルワーカー

月 14 水 土 火

15 木
結核検診（1年）①，身体測定
⑥⑦（5分短）

土 火 15 木 日 水
マナーアップ運動，PTA登校時
一声運動

16 金 循環器検診（1年）⑤ 日 水 マナーアップ運動 16 金 スポーツ大会 月 木

就職試験開始

17 土 月 木 第1期考査，転入学等考査 17 土 火 金 考査日割発表

18 日 火 金 18 日 水 土

19 月 水 内科検診⑤⑥ 土 19 月 木 日

20 火

第3回ＰＴＡ役員会

木 日 書面による同窓会総会 20 火
保護者面談（午前授業①②
③）～26

金 月 敬老の日

21 水 マナーアップ運動 金 旭山探検学習 月 21 水

スクールソーシャルワーカー

土 火

22 木

科目選択説明会（1・2年）⑤，
生徒総会⑥，農ク県連第1回代
議員会

土 火 22 木 海の日 日 水

23 金 部登録最終日 日 水 面談週間（5分短）～29 23 金 スポーツの日 月 木 秋分の日

24 土 特編2h，ＰＴＡ総会 月 前期授業公開週間～28 木 防災訓練 24 土 火
全校集会，大掃除，服装頭髪
検査

金

25 日 火 金

スクールソーシャルワーカー

25 日 水
実力テスト①～⑤，マナーアッ
プ運動

土

26 月 水 内科検診⑤⑥ 土 26 月

進路ガイダンス（全学年）①②
③，農ｸ東北夏期研修会（～
28）

木

芸術鑑賞会・ＰＴＡ会員研修，就職直前

セミナー（３年）⑤，レディネステスト（１

年）⑥，農ク東北大会（宮城）～27

日

27 火
眼科検診⑤，地区総体壮行式
⑦（5分短）

木 日 27 火 大掃除，全校集会 金 月 第2期考査，転入学等考査

28 水 職員情報モラル研修 金 旭山探検学習予備日 月 28 水
夏季休業，中学生一日体験入
学

土 火

29 木 昭和の日 土 火 29 木 日 水

30 金 振休（ＰＴＡ総会） 日 水 30 金 月 木

31 月 31 土 火

スクールソーシャルワーカー

9 月4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー
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1 金

後期始業式①，服装頭髪検
査，衣替え，面談週間（5分短）
～6

月 振休 水
服装頭髪検査，面談週間（5分
短）～6

1 土 　元日 火
3年第4期考査，1・2年特編3ｈ
①②③

火 卒業式

2 土 火 服装頭髪検査 木 2 日 水 水
1・2年答案返却特編，入試業
務

3 日 全国海づくり大会（石巻市） 水 文化の日 金 3 月 木 木 大掃除①，机・イス移動②

4 月

スクールソーシャルワーカー

木 薬物乱用防止講話⑤，防災訓
練⑥

土 4 火 金 金
第一次募集（学力検査）（入試
に係る休業日）

5 火 インターンシップ　～７日 金 マラソン大会 日 5 水 土 土

6 水 土 月 スクールソーシャルワーカー 6 木 日 日

7 木 日 火 修学旅行，特編3h～10 7 金 月

3年答案返却特編3ｈ，1・2年特
編3ｈ①②③，ワックスがけ(3
年）

月
第一次募集（面接），（入試に
係る休業日）

8 金 大崎支部総文祭～9 月 後期学校公開週間～12 水 8 土 火 マナーアップ運動 火 （入試に係る休業日）

9 土 火 木 9 日 水 水 （入試に係る休業日）

10 日 水 金 10 月 　成人の日 木
考査日割発表，第2回ＰＴＡ役
員会

木
[追試験]，（入試に係る休業
日）

11 月 木 創立９０周年記念式典 土 11 火
全校集会，実力テスト②～⑥，
服装頭髪検査

金 建国記念の日 金 みやぎ鎮魂の日，（休業日）

12 火 金 スクールソーシャルワーカー 日 12 水 土 土

13 水 土 月 13 木 日 日

14 木 町内清掃⑥⑦ 日 火 14 金 第３回各種委員会 月 スクールソーシャルワーカー 月 自宅学習日

15 金
第２回各種委員会，ワックスが
け⑦（5分短）

月 水 マナーアップ運動 15 土 火 火 （入試に係る休業日）

16 土 火 木 16 日 水 水
第一次募集合格発表（入試に
係る休業日）

17 日 水 マナーアップ運動 金 17 月 木 3年成績発表・LHR①② 木 自宅学習日

18 月 木
考査日割発表，生徒総会⑥，
生徒会役員選挙⑦（5分短）

土 18 火 金 第4期考査 金 自宅学習日

19 火 金 日 19 水 マナーアップ運動 土 土

20 水 マナーアップ運動 土 月 20 木 農ｸ総会⑤，学習発表会⑥ 日 日

21 木 日 火 21 金 月 月 春分の日

22 金 月 水 22 土 火 火 （自宅学習日）

23 土 火 勤労感謝の日 木
授業①②，全校集会，大掃除，
生徒会役員認証式

23 日 水 　天皇誕生日 水 ［第二次募集］，（自宅学習日）

24 日 水 金 　冬季休業～1/7 24 月 スクールソーシャルワーカー 木 木
［第二次募集合格発表］，（自
宅学習日）

25 月 木 第3期考査，転入学等考査 土 25 火 考査日割発表 金
服装頭髪検査，1・2年答案返
却特編

金
修業式，大掃除，成績発表，転
入学等考査

26 火 金 日 26 水 土 土

27 水 農ク全国大会（兵庫）～28日 土 月 27 木 進路ガイダンス（１・２年）⑤⑥ 日 日

28 木 南郷高祭準備⑤⑥ 日 火 28 金 月
賞状授与，予餞式，卒業式予
行，同窓会入会式

月 新入生予備登校

29 金 南郷高祭（校内発表） 月 水 29 土 火

30 土 南郷高祭（一般公開） 火 木 30 日 水 離任式

31 日 金 31 月 服装頭髪検査
スクールソーシャルワーカー

木

1 月12 月 2 月 3 月10 月 11 月

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー

カウンセラー
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12 教職員 

（１）教職員組織図 

 

儀式的行事・一日体験入学・渉外・広報・

ＰＴＡ・同窓会・視聴覚・図書室・芸術鑑賞

奨学金関係等

学籍・教育課程・教科書・入試・時間割・考査・

評価・成績会議・道徳教育・行事予定等

情報環境の整備・ＩＣＴの推進・セキュリティ支援

生活指導・交通安全指導・生徒会指導・部活動指導・

いじめ対策等

進学指導・就職指導・調査書・キャリア教育・

インターンシップ・進路情報提供・志教育・

文書管理等

健康・安全管理指導・清掃指導・教育相談・ＳＣ・

ＳＳＷ等

農場運営・学校農業クラブ関係・資格取得推進・

地域連携事業（アグリサポートプロジェクト）・

農産物の展示・販売関係等

１学年 ２学年 ３学年

１学年 ２学年 ３学年

施設設備の管理修繕・経理･文書類の管理・諸証明等

運
営
委
員
会

学
校
評
議
員
会

職
員
会
議

各種委員会

各教科会

活性化委員会

校
長

教
頭

事
務
室
長

総務部

事務部

教務部

学年会

生徒指導部

進路指導部

保健厚生部

農場部

産業技術科
普通科
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（２）教職員数 

1 1 18 1 1 2 3 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 50

計
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場
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時
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手
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員

事
務
職
員

学
校
司
書

実
習
講
師

ス

ク

ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ
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就

職

支

援

担

当

職

員

 

 

（３）教職員一覧                         ＊Ｇ…普通科   Ｔ…産業技術科

№ 職 名 氏 名 教 科 学 級 部 活 動 校 務 分 掌

1 校 長 匹 田 哲 弥 農 業

2 教 頭 伊 藤 由 啓 地 歴 公 民
ＰＴＡ事務局長
同窓会事務局長

3 教 諭 三 浦 秀 雄 数 学 １ Ｇ 副 担 任 総 合 文 化 保健厚生部長

4 教 諭 磯 部 洋 英 語 ３ Ｔ 副 担 任 ソ フ ト テ ニ ス 進路指導部長

5 教 諭 小 室 恒 農 業 ２ 学 年 所 属 軽 音 楽 総務部長・産業技術科長

6 教 諭 佐 藤 隆 晃 工 業 １ 学 年 主 任 園 芸 科 学 進路指導部・農場部

7 教 諭 菊 地 裕 美 家 庭 ３ Ｔ 担 任 生 活 科 学 総務部

8 教 諭 宮 本 智 理 科 １ 学 年 所 属 バスケットボール 生徒指導部長

9 教 諭 鈴 木 将 夫 理 科 ３ Ｇ 担 任 銃 剣 道 教務部

10 教 諭 鈴 木 愛 国 語 １ Ｇ 担 任 軽 音 楽 総務部

11 教 諭 佐 々 木 泉 農 業 ２ Ｔ 担 任 卓 球 農場部・教務部

12 教 諭 熱 海 健 二 地 歴 ３ 学 年 所 属 卓 球 教務部長・普通科長

13 教 諭 佐 藤 栄 聡 農 業 ３ 学 年 主 任 総 合 文 化 生徒指導部・農場部

14 教 諭 昆 野 慶 太 農 業 １ Ｔ 副 担 任 バスケットボール 教務部・農場部長

15 教 諭 摺 澤 大 輔 情 報 ・ 数 学 ２ Ｇ 担 任 ソ フ ト テ ニ ス 教務部

16 教 諭 菅 原 暁 子 保 健 体 育 ３ Ｇ 副 担 任 陸 上 競 技 生徒指導部

17 教 諭 平 山 え り か 国 語 ２ Ｇ 副 担 任 陸 上 競 技 進路指導部

18 教 諭 依 田 千 花 英 語 ２ Ｔ 副 担 任 生 活 科 学 教務部

19 教 諭 大 久 保 憧 保 健 体 育 １ Ｔ 担 任 銃 剣 道 生徒指導部

20 教 諭 石 川 隆 男 商 業 ２ 学 年 主 任 総 合 文 化 総務部

21 養 護 教 諭 内 海 と き 恵 ２ 学 年 所 属 総 合 文 化 保健厚生部

22 実 習 講 師 早 坂 史 郎 農 業 ２ 学 年 所 属 軽 音 楽 農場部・生徒指導部

23 実 習 講 師 松 野 和 史 農 業 ３ 学 年 所 属 園 芸 科 学 農場部・総務部

24 実 習 助 手 市 川 夏 美 理 科 １ 学 年 所 属 総 合 文 化 教務部

25 副参事兼事務室長 堀 内 正 巳 事務部

26
主 幹
（ 事 務 次 長 ）

山 谷 芝 枝 事務部
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№ 職 名 氏 名 教 科 学 級 部 活 動 校 務 分 掌

27
主 査
（ 図 書 ）

三 條 静 事務部・総務部

28 主 事 伊 藤 利 紗 事務部

29
技 師
（ 庁 務 ）

斎 藤 邦 春 事務部

30
主 任 技 師
（ 農 場 業 務 ）

大 友 正 人 事務部・農場部

31
代 替 技 師
（ 庁 務 ）

松 川 忠 秀 事務部

32
講 師
（ 就 職 支 援 員 ）

後 藤 武 徳

33
講 師
（ 非 常 勤 ）

阿 部 勝 英 地 歴 公 民

34
講 師
（ 非 常 勤 ）

狩 野 幸 一 朗 数 学 　

35
講 師
（ 非 常 勤 ）

大 野 琢 哉 音 楽

36
講 師
（ 非 常 勤 ）

千 葉 和 子 英 語

37
講 師
（ 非 常 勤 ）

佐 々 木 美 喜 男
地 歴 公 民
工 業

38
講 師
（ 非 常 勤 ）

阿 部 宏 明 国 語

39
講 師
（ 非 常 勤 ）

藤 原 李 菜 英 語

40
学 校 生 活 適 応
支 援 員

石 川 可 奈 子

41
就 学 支 援 金
事 務 補 助

品 川 義 一

42
ス ク ー ル
カ ウ ン セ ラ ー

大 橋 る い 子

43
スクールソーシャル

ワーカー
篠 原 千 佳

44 ＡＬＴ Matthew Tieman

45 校 医 鎌 田 啓

46 校 医 一 迫 浄

47 校 医 野 田 清 一

48 校 医 佐 藤 宏 樹

49 薬 剤 師 山 形 と し 子

50
パ ー ト 職 員
（ 植 物 管 理 ）

千 代 窪 実

51
パ ー ト 職 員
（ 植 物 管 理 ）

佐 々 木 典 子

52 教 務 補 助 員 中 條 加 代 子
 

（令和 3 年 5 月 20 日現在） 

13 時程表 

通常授業 ５分短縮授業 定期考査

ＳＨＲ 8:35 ～ 8:45 ＳＨＲ 8:35 ～ 8:45 ＳＨＲ 8:35 ～ 8:45

１校時 8:50 ～ 9:40 １校時 8:50 ～ 9:35 １校時 9:00 ～ 9:50

２校時 9:50 ～ 10:40 ２校時 9:45 ～ 10:30 ２校時 10:05 ～ 10:55

３校時 10:50 ～ 11:40 ３校時 10:40 ～ 11:25 ３校時 11:10 ～ 12:00

４校時 11:50 ～ 12:40 ４校時 11:35 ～ 12:20 清掃・ＳＨＲ 12:00 ～

昼休み 12:40 ～ 13:25 昼休み 12:20 ～ 13:05

５校時 13:25 ～ 14:15 ５校時 13:05 ～ 13:50

６校時 14:25 ～ 15:15 ６校時 14:00 ～ 14:45

清掃 15:15 ～ 15:30 清掃 14:45 ～ 15:00

ＳＨＲ 15:30 ～ 15:35 ＳＨＲ 15:00 ～ 15:05
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14 生徒に関する調査 

（１）在籍生徒数 

男女

学科

普通科 3 4 7

産業技術科 10 1 11

普通科 5 3 8

産業技術科 14 4 18

普通科 7 2 9

産業技術科 20 2 22

59 16 75

合計

１学年

２学年

３学年

合計

学年 男 女

 

 

（２）保護者の職業

 

 

（３）通学方法

 

男女

学科 農業 工業 商業 その他

普通科 1 0 0 2 4 0 0 0 7

産業技術科 0 2 0 1 6 0 0 2 11

普通科 0 1 0 0 5 0 1 1 8

産業技術科 1 0 0 1 16 0 0 0 18

普通科 1 1 0 1 6 0 0 0 9

産業技術科 1 2 1 1 13 0 0 4 22

4 6 1 6 50 0 1 7 75

自営

会社員 その他 合計
団体
職員

公務員

合計

２学年

３学年

学年

１学年

男女

学科
涌
谷

方
面

鹿
島
台

方
面

小
牛
田

方
面

東
北
本
線

（

上
）

東
北
本
線

（

下
）

石
巻
線

仙
石
線

気
仙
沼
線

陸
羽
東
線

普通科 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 7

産業技術科 0 6 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 2 0 11

普通科 2 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0 8

産業技術科 0 8 2 0 1 2 0 3 0 0 0 0 2 0 18

普通科 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 0 9

産業技術科 0 8 0 0 0 1 0 8 0 0 0 0 5 0 22

4 27 2 0 1 4 1 14 0 0 0 0 22 0 75

自
家
用
車
送
迎

Ｊ
Ｒ

自
転
車

そ
の
他

合計学年

オ
ー

ト
バ
イ

バ
ス

２学年

３学年

合計

徒
歩

１学年
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（４）出身中学校 

学年学科

中学校 普通科 産業技術科 普通科 産業技術科 普通科 産業技術科

岩切 0 1 0 0 0 1 2

田子 0 0 0 1 0 0 1

多賀城市 高崎 0 1 0 3 0 1 5

利府町 利府 0 0 0 0 0 1 1

松島町 松島 0 0 1 0 1 5 7

七ヶ浜町 向洋 0 0 0 0 0 1 1

大郷町 大郷 0 0 0 0 0 1 1

大衡村 大衡 0 0 0 1 0 0 1

田尻 1 0 0 1 0 0 2

鹿島台 0 0 2 2 2 5 11

松山 0 2 0 0 0 1 3

三本木 0 1 0 0 0 0 1

涌谷町 涌谷 0 1 1 4 0 0 6

南郷 4 3 3 0 0 1 11

不動堂 0 1 0 3 0 1 5

小牛田 0 0 0 2 0 0 2

登米市 南方 1 0 0 0 0 0 1

河北 0 0 0 0 0 1 1

河南西 0 1 0 1 2 0 4

河南東 0 0 0 0 1 0 1

矢本第一 0 0 0 0 0 3 3

鳴瀬未来 1 0 1 0 2 0 4

岩沼市 岩沼 0 0 0 0 1 0 1

7 11 8 18 9 22 75合　　　計

美里町

合計
1学年 2学年 3学年

東松島市

仙台市

大崎市

石巻市
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15 卒業生に関する調査 

（１）卒業生数 11075 名 

 

南郷村高等国民学校 宮城県南郷高等学校

年月日 人数 昭和35年度 168 年度 人数

昭和6.4.10 昭和36年度 151 昭和61年度 136

～15.3.1 昭和37年度 216 昭和62年度 120

昭和38年度 146 昭和63年度 128

宮城県南郷農学校 昭和39年度 206 平成元年度 148

年月日 人数 昭和40年度 300 平成2年度 142

昭和15.3.2 昭和41年度 328 平成3年度 148

　～23.3.1 昭和42年度 333 平成4年度 151

昭和43年度 443 平成5年度 149

同併設中学校 昭和44年度 209 平成6年度 151

年月日 人数 昭和45年度 272 平成7年度 128

昭和15.3.2 昭和46年度 251 平成8年度 134

　～23.3.1 昭和47年度 228 平成9年度 128

昭和48年度 250 平成10年度 113

宮城県南郷農業高等学校 昭和49年度 241 平成11年度 101

年度 人数 昭和50年度 237 平成12年度 106

昭和23年度 33 昭和51年度 242 平成13年度 97

昭和24年度 43 昭和52年度 237 平成14年度 95

昭和25年度 76 昭和53年度 235 平成15年度 88

昭和26年度 106 昭和54年度 222 平成16年度 88

昭和27年度 146 昭和55年度 205 平成17年度 84

昭和28年度 189 昭和56年度 156 平成18年度 57

昭和29年度 164 昭和57年度 144 平成19年度 57

昭和30年度 167 昭和58年度 141 平成20年度 35

昭和31年度 154 昭和59年度 114 平成21年度 48

昭和32年度 148 昭和60年度 113 平成22年度 62

昭和33年度 157 小計 7338 平成23年度 67

昭和34年度 167 平成24年度 48

平成25年度 56

平成26年度 55

平成27年度 52

平成28年度 44

平成29年度 69

平成30年度 53

令和元年度 46

令和２年度 37

小計 3221

142

282

92
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(２)卒業生進路状況 

 

 

 

 

○主な進路先　（　）内は人数 　(1)は省略


令和２年度

令和元年度

平成３０年度

            進路先
  年度

石巻専修大学，宮城誠真短期大学，宮
城県立石巻高等技術専門校(2)，宮城県
立大崎高等技術専門校，宮城県立農業
大学校，仙台医療福祉専門学校

伊藤ハムデイリー（株）(2)，（株）井上，（株）
ウェルファムフーズ，ＮＯＫメタル（株）(2) ，
（株）エヌエス機器，（医）華桜会(4) ，（株）大
崎市三本木振興公社，（株）おてんとさん，（株）
協友エレクトロニクス，（医）杏林会リハビリパー
クあやめ，（株）グリーンテック，（株）くりこま
くんえん，シマダヤ東北（株），（株）栄電業，佐
川急便（株），自衛隊，（株）塩竈水産食品(2) ，
白石食品工業（株），（株）大地フーズ，（有）高
木商店，（株）高徳海産，東軌工業（株），（株）
東北イノアック，（株）東北ライト製作所，東北電
子工業（株），東北レヂボン（株），トランスコス
モス（株），日本製紙石巻テクノ（株），古川興業
（株）(2) ，ほくと食品（株），（有）ホクト，
（株）ホットマン，丸澤機工（株），（株）よつば
ファーム，（社）和仁福祉会

就職

東北工業大学，仙台ごども専門学校
（2），東北外語観光専門学校，仙台ス
クールオブミュージック＆ダンス専門
学校，花壇自動車大学校

（有）氏家農場，（株）ウェルファムフーズ　宮城
事務所（2），加美よつば農業協同組合，社会福祉法
人　基弘会　リズムタウン仙台，協心建設，仙台農
建（株），ケミコン東日本（株）宮城工場，（株）
光西建設，社会福祉法人　向陽会　特別養護老人
ホーム　万葉苑わくや，（株）佐田　宮城工場，シ
ダ電工（株），（株）鈴勇商店，セントケア宮城
（株），東北オートメカニック（株），東北自動車
輸送（株），（株）東北ライト製作所，（株）フコ
ク（2），東北紙工（株），いしのまき農業協同組
合，東洋エンジニア，（株）協和産業，陸上自衛官
（自衛官候補生）（3），陸上自衛官（一般曹候補
生），海上自衛官（一般曹候補生）

（株）あいのや，（株）アトム東北営業本部，
（株）ウェルファムフーズ　宮城事業所，株）ウジ
エスーパー，（株）エステー，（株）エヌエス機
器，（株）おてんとさん，（株）カツヨシ商事，
（株)ケーエス，(株)サカイ引越センター 北日本本
部，ザ・ビック鹿島台店，東北自動車輸送（株），
東和工業（株），日東コーン（株）仙台工場，
（株）フレッシュ・ロジスティック，（株）ホテル
新富，丸澤機工（株）宮城工場，マルヒ食品（株）
（２），社会福祉法人　みさとの杜翔裕園，（株）
利府衛生，陸上自衛官(一般曹候補生)，陸上自衛官
(自衛官候補生)

大崎市医師会附属准看護学校，花壇自
動車大学校，仙台ウェディング＆ブラ
イダル専門学校（2），仙台ECO動物海
洋専門学校，仙台歯科技工士専門学
校，ホンダテクニカルカレッジ関東
（2），宮城県立石巻高等技術専門校
（2），宮城誠真短期大学，宮城県農業
大学校，宮城調理製菓専門学校

進学
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16  生徒会・農業クラブ機構図 

美
術
班

書
道
班

写
真
班

技
術
部

研
究
部

厚
生
部

広
報
部

レ

ク

リ

エ
ー

シ
ョ

ン

部

総
務
部

副議長

監査委員会

生
活
科
学
部

軽
音
楽
部

園
芸
科
学
部

図
書
委
員
会

保
健
委
員
会

選挙管理委員会

会長

副会長

書記

議長

顧問会議

総会

最高顧問

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

部

銃
剣
道
部

代議員会

会計監査委員会

総務委員会

（１）生徒会

会計

体
育
委
員
会

広
報
委
員
会

生
活
委
員
会

選挙管理委員会

文化部

各部活動

進
路
委
員
会

各専門委員会

（２）農業クラブ

ホームルーム

卓
球
部

陸
上
競
技
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

総合文化部

運動部

総会

代議員会
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17  学校評価アンケート 

                 

 

 

上段 第１回

下段 第２回

no. 区分 項　　　　　目 生徒 保護者 教職員

85% 98% 87%

84% 77%

87% 95% 55%

83% 55%

86% 97% 87%

91% 77%

87% 97% 100%

89% 100%

69% 66% 9%

72% 14%

82% 93% 83%

78% 82%

78% 92% 70%

78% 77%

84% 97% 91%

81% 91%

89% 94% 87%

89% 95%

84% 98% 100%

84% 100%

79% 93% 83%

78% 95%

76% 89% 52%

83% 73%

80% 97% 61%

79% 59%

11 いじめ問題 学校として，日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。

12 施設設備 校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

13 総合満足度 学校生活は充実している。

9 防災教育 災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている。

10
開かれた
学校づくり

学校通信やHPなどによって、学校の情報は適切に伝えられて
いる。

7 学校行事 有意義な学校行事がある。

8
特色ある
学校づくり

地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでい
る。

5 部活動 部活動は活発に行われている。

6
生徒会・
農ク活動

生徒会・農業クラブ活動は活発に行われている。

3 進路指導 進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。

4 教育相談
教員やカウンセラーが必要なときに相談に応じてくれる体制が
できている。

2 生徒指導
挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行
われている。

1 学習指導
学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業が行わ
れている。

令和２年度 学校評価アンケート（共通項目）肯定的回答 

保護者 
第１回 第２回 第１回 第１回 第２回 

回答数 ９４ ８９ １９５ 

生徒 教職員 

２２ ２３ 
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18 学校施設概要 

（１）土地

種別 面積（㎡）
学校敷地 90,059.60
水田 16,121.00
畑地 5,565.03

計 111,745.63

（２）建物

種別 面積（㎡） 種別 面積（㎡）
北校舎 2,755.80 農業実習室（バイオ室） 360.90
南校舎 3,074.90 農機具整備実験室 162.00
昇降口棟 276.00 農業実習室 347.10
新体育館 1,698.24 大農具，わら小屋 142.91
柔剣道場 306.00 肥料室 99.01
生徒合宿室 158.98 温室 330.59
ボイラー室 80.00 工業実習室 308.00
倉庫 82.81 生徒宿泊室 142.43
他雑屋建 68.92 食品化学実験室 723.27
部室 126.63 農産加工実習室 280.00

計 8,628.28 その他 276.66
計 3,172.87

（３）主な工作物

一般校舎等 実習関係建物等

プール，自転車置場，通用門，キュービクル，渡り廊下，バックネット  

 

19 本校及び遠隔地実習圃場位置図 

主な交通機関： 東北本線鹿島台駅よりバス（住民バス）で１５分 

 東北本線小牛田駅よりバス（住民バス）で２０分 
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20  学校全図 
 

21  校舎平面図 
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ト
イ
レ

更
衣
室

教
具
室

準
備
室

図書室
ト
イ
レ

談
話
室

放
送
室

階段

階段

軽
読
室

農
ク
室

トレーニ
ング室

第２
製図室

第１
製図室

北

校

舎

南

校

舎

生徒昇降口

生徒
指導室

被服室

第２
ＰＣ室

看
護

実
習
室 階段

準
備
室

生
徒

相
談
室

女
子

休
憩
室

階段

教
育

相
談
室

 

１．校  門 

２．温  室 

３．工業実習室 

４．作物園芸実習室 

５．農業実習室（バイオ室） 

６．農業実習室 

７．搬送車車庫 

８．生徒宿泊室（農場管理室

） 

 

10. 農産加工実習室 

11. 食品化学実験室 

 

13. 合宿舎 

14. 倉庫 

15. 柔剣道場 

16. 部室 

17. ロータリー 

18. 前庭 

 

20. 自転車 

    オートバイ 置場 

21. ボイラー室 

22. オイルタンク 

24. キューピクル 

25. 渡り廊下 

26. バックネット 

27. 屋外用トイレ 

グ
ラ
ウ
ン
ド 































 

 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計 

公募型プロポーザル判定委員会設置要綱 

 
（設置） 
第１条 設計業務において，より優れた設計者を公募型プロポーザル（以下，「プロポーザル」と
いう。）によって選定する場合の検討・審査等を行うため，公募型プロポーザル判定委員会（以
下「判定委員会」という。）を設置する。 

 
（判定委員会の所掌事務及び報告義務） 
第２条 判定委員会は，次に掲げる事務を所掌する。 
（１）プロポーザルの実施要項等の策定に関すること。 
（２）プロポーザルによる設計者の評価・選定に関すること。 
（３）プロポーザルに係る提案書類等を審査し，設計候補者を選定すること。 
２ 判定委員会は，前項の選定結果を判定結果報告書により知事に報告する。 
 
（組織） 
第３条 判定委員会は判定委員５名をもって構成する。 
２ 判定委員は，別表に掲げる者を充てる。 
 
（任期） 
第４条 判定委員の任期は，別に定める。 
 
（会長及び副会長） 
第５条 判定委員会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は，判定委員の互選によって定める。 
３ 会長は会務を総理し，判定委員会を代表する。 
４ 副会長は会長を補佐し，会長に事故あるとき又は欠けたときは，その職務を代理する。 
 
（会議） 
第６条 判定委員会の会議は，会長が必要に応じて招集し，その議長となる。 
２ 判定委員会の会議は，判定委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 
３ 判定委員会の議事は，出席した判定委員の過半数をもって決定し，可否同数のときは，議長の

決するところによる。 
４ 会長は必要に応じて，判定委員会の会議に判定委員以外の者の出席を求めることができる。 
５ 会長及び副会長が定められていないときは，事務局が会議を開く。 
 
（秘密の保持） 
第７条 判定委員は，審査上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 
 
（責務） 
第８条 判定委員は，プロポーザルに参加する設計者に対して援助を行ってはならない。 
 
（事務局） 
第９条 判定委員会の庶務は，土木部営繕課において処理する。 
 
（その他） 
第１０条 この要綱に定めるもののほか，判定委員会の運営に関して必要な事項は，会長が定める。 
 

附 則 
１ この要綱は，令和３年１１月１６日から施行する。 
 



 

別表（第３条関係） 

 

大崎地区(東部ブロック)職業教育拠点校新築設計公募型プロポーザル判定委員会 

判定委員名簿 

 

 

区  分 人  数 

学識経験者 １  名 

行政（国） １  名 

行政（県） ３  名 

 



 

 

 

大崎地区（東部ブロック）職業教育拠点校新築設計 

公募型プロポーザル判定委員会 判定委員名簿 

 

※凡例：◎会長 ○副会長 

 

※ 分野 区  分 氏  名 所 属・役 職 

◎ 建築 学識経験者 石井
い し い

 敏
さとし

 東北工業大学 教授（副学長・建築学部長） 

○ 建築 行政（国） 坂田
さ か た

 耕一
こういち

 
国土交通省 東北地方整備局 

営繕部 整備課長 

 教育 行政（県） 布田
ふ だ

 秀一
しゅういち

 宮城県 教育庁 副教育長 

 教育 行政（県） 佐藤
さ と う

 好彦
よしひこ

 宮城県 鹿島台商業高等学校 校長 

 建築 行政（県） 小出
こ い で

 昇
のぼる

 宮城県 土木部 建築宅地課長 

敬称略  


